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巻頭図版 1 旧石器時代及び縄文時代の主な遺物

1 旧石器時代ナイフ形石器文化期の主な石器

2 縄文時代早期の主な土器



巻頭図版 2 1号木棺墓及び 1号木棺墓出土遺物

1 1号木棺墓遺物出土状況

2 1号木棺墓出土遺物



巻頭図版 3 1号 木棺墓出土珠文鏡

1号木棺墓出土珠文鏡

2 紐孔部分アップ 5 鏡から剥落した布片 (織耳部分)



1 赤色 。上面

5 黄緑色・上面

2 同左・側面

10 淡緑色・側面

14 同左・倶1面

巻頭図版 4 1号 木棺墓出土ガラス製小玉

3 黄色 ・側面 4 1il色・側 lil

8 1p1/1:・ 佃|「角i

17 1号木棺墓出■ :|:類

※1ヽ 16は実体顕微鏡写真である.1

6 同左・側面 7 紺色・上面

9 青色・側面 11 淡青色・半透明・上面 12 1111/11・ 佃lI角 |

13 淡青色・透明 。上面

15 淡青・半透明・側面 16 淡青・不透明・側面



序

本書は、清武町船引地区で進められている県営農免農道整備事業船引 2期地区工事に伴い、

平成19020年度事業区で実施 した五反畑遺跡B地区の発掘調査報告書です。

調査の結果、五反畑遺跡B地区では旧石器時代から近代に至る幅広い時期の遺物・遺構が確

認されました。なかでも木棺墓、石棺墓、地下式横穴墓など多様な墳墓が確認され、銅鏡や鉄器、

玉類が出土 した古墳時代の調査は、これまであまり様相が分からなかった本町の古墳時代の歴

史を紐解 くうえで重要な資料 と考えております。

今年度をもって、本町は宮崎市 と合併することになりますが、今後 もこれら清武の先人達の

残 した貴重なメッセージを学校や地域と十分な連携を図 り、学校教育や生涯学習の場などをと

おして伝えていきたいと考えてお ります。

最後になりましたが、発掘調査を実施するにあたり多大な御協力をいただきました中部農林

振興局及び地元の皆様に対 し、心より厚 く御礼申し上げます。

平成22年 2月

清武町教育委員会

教育長 神川 孝志



例 言

1。 本書は県営農免農道整備事業船引 2期地区工事に伴い、平成19。 20年度に実施された五反畑遺跡B地区

の発掘調査報告書である。

2.発掘調査期間、調査の経過、調査組織については、本文中「第 I章」の中に記している。

3.本遺跡の遺跡略号は「GTB」 とする。なお、本遺跡は調査区が複数あるため、本調査区については「G
TB― B」 を略号とする。

4.発掘調査は井田篤、秋成雅博の協力を得て、今村結記が担当した。なお、本調査に従事 した発掘作業員

は下記のとおりである。

 ※50音順

5。 発掘調査における測量 。実測については、今村及び実測補助員が行った。

 ※50音順

6。 遺物 。図面の整理及び報告書作成業務については、整理作業員の補助を得て、秋成、今村が担当した。

なお、本報告書作成業務に従事した整理作業員は下記のとおりである。

 ※50音順

7.石器実測及び トレースについては、一部を (株)埋蔵文化財サポー トシステムに委託 した。なお、これ

らの委託業務の監修については秋成の補助を得て今村が行った。

8。 本書で使用した写真についてはX線写真を除き、今村が撮影した。

9.遺構の番号については、調査中検出順に通し番号で付けていたが、今回の報告にあたり下記のように番

号を付け直した。また調査後、遺構でないと判断したものについては欠番とした。なお、遺物への注記

は調査時の番号を記している。

新番号 旧番号 新番号 旧番号 新番号 旧番号 新番号 1日 番号 新番号 旧番号

礫 群 14号集石 SI-36 土 完 18号土坑 SC-73 2号土塘墓 SC-21

1号礫群 SR-80 15号集石 SI-39 1号土坑 SC-12 19号土坑 SC-74 地下式横穴墓

2号礫群 SR-81 16号集石 2号土坑 SC-26 20号土坑 SC-75 1号地下式横穴墓 SD-79
3号礫 群 SR-82 17号集石 SI-42 3号土 坑 SC-38 21号土坑 SC-3 周 漬 状 i i構

集石遺構 18号集石 SI-43 4号土坑 SC-40 22号土坑 SC-21 1号周溝状遺構 SD-18周 溝

1号集石 19号集石 SI-46 5号土坑 SC-54 石器埋納遺構 2号周溝状遺構 SE-30

2号集石 20号集石 S 6号土坑 SC-56 1号石器埋納遺構 SZ-55 道路状遺構

3号集石 SI-16 21号集石 S 7号土坑 SC-57 堅穴式住居跡 1号道路状遺構 SG-45

4号集石 SI-19 22号集石 S 8号土坑 SC-58 1号竪穴式住居跡 SA-5 溝状遺

5号集石 SI-20 23号集石 S 9号土坑 SC-60 2号竪穴式住居跡 SA-10 1号溝状遺構 SE-6

6号集石 SI-22 24号集石 S 10号土坑 SC-61 石棺墓 2号溝状遺構 SE-44
7号集石 SI-24 25号集石 S 11号土坑 SC-64 1号石棺墓 SD-8 土器出土状況

8号集石 SI-25 26号集石 S 12号土坑 SC-65 木棺墓 無文土器●.6519) SZ-77

9号集石 SI-28 27号集石 SI-63 13号土坑 SC-66 1号木棺墓 SD-7 無文土器●.6520) SZ-76

10号集石 SI-29 28号集石 SI-67 14号土坑 SC-68 2号木棺墓 SD-27

11号集石 29号集石 15号土坑 SC-69 3号木棺墓 SD-18

12号集石 SI-34 30号集石 SI-78 16号土坑 SC-70 土墳墓
13号集石 SI-35 31号集石 SC-15 17号土坑 SC-72 1号土墳墓 SD-11



10。 本書で使用 した土層および土器等の色調については、『新版 標準土色帖 (1997年 後期版)』 の土色に

準拠した。

11。 本書では、磁北と座標北の2種類の方位を使用している。 (座標北を用いる場合のみGoNと表示している。)

12.標高は海抜絶対高である。

13.本書の遺物番号は次のとおりである。

第Ⅱ章 旧石器時代の調査 NO。 1～ 163

第Ⅲ章 縄文時代の調査  No。 1～ 202

第Ⅳ章 弥生時代の調査  No。 1～ 17

第V章 古墳時代の調査  No.1～ 33

第Ⅵ章 古代以降の調査  No。 1～ 13

14。 本書で使用した土層番号 (ロ ーマ数字で記載しているもの)については、「第 7図基本土層図」の番号を

使用している。

15。 土器の器種名について、本来であれば「甕形土器」「壺形土器」などのように「○○形土器」と表記すべ

きであるが、本書中では「甕」「壺」などのように略して表記している。

16。 本書の執筆と編集については今村が担当した。なお、細石器の所見については秋成の協力を得た。

17。 発掘調査及び報告書作成にあたり、下記の方々にご教示・ご協力をいただいた。記して深 く感謝申し上

げます。

柳沢一男 (宮崎大学)、 橋本達也、藤井大祐 (鹿児島大学総合研究博物館)、 高妻洋成 (奈良文化財研究所)、

東徹志 (弥生文化博物館)、 松田清孝 (宮崎県総合博物館)、 石川悦雄、今塩屋毅行、大野義人、甲斐康大、

谷口武範、丹俊詞、藤木聡、堀田孝博、森田利枝 (宮崎県埋蔵文化財センター)、 稲岡洋道、西嶋岡1広 (宮

崎市教育委員会)、 加覧淳一、栗山葉子、近沢恒典、中村友昭 (都城市教育委員会)、 三好栄太郎 (香芝

市教育委員会)、 南健太郎 (熊本大学大学院) ※順不同 敬称略 所属は当時

また、第Ⅶ章第 2節 に第17回宮崎縄文研究会例会で発表した内容の一部を改変して利用している。例会

において宮崎縄文研究会の諸氏から多大なご教示を賜った。あわせて深く感謝申し上げます。

18。 鉄器の取り上げ及びX線写真撮影・保存処理については(株)葵文化に委託した。

19。 出土遺物及びその他諸記録は、清武町埋蔵文化財センターに保管している。

20。 観察表・計測表表記凡例は下記のとおりである。
。「文様及び調整」における部位の表現 〔口 :口縁部、頸 :頸部、胴 :胴部、杯 :杯部、脚 :脚部、底 :

底部 (な お、 残存している部位すべてが、同じ文様 。調整の場合は部位名を記載していない。)〕

。「残存部位」における口縁部～底部まで残存している資料の表現 〔完形 :残存率が100%の 場合、ほぼ

完形 :残存率が90%以上100%未満の場合、日縁部～底部 :残存率が90%未満の場合〕
・観察表の「法量」において、括弧内に記載している数字は復元径の値である。
・計測表の「法量」「重量」において、括弧内に記載している数字は残存値である。
。遺構外出土遺物のうち、「層位」の欄で空欄のものは撹乱坑出土資料、表土出土資料、表採資料である。

21.図中表記凡例は下記のとおりである。
・石器実測図中の網掛け範囲は、磨面を示す。
・石器実測図中の斜線は節理面、点描は自然面、白抜きは折れ面、黒のベタ塗りは新 しい傷 (ガ ジリ)

を示す。
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第 I章 はじめに

第 1節 調査に至る経緯 と調査組織

1.調査に至る経緯

平成17年度より実施されている県営農免農道整備事業月合引2期地区工事に伴い、事業区にfi反畑遺跡 (B地

区)の 部́が含まれることが宮崎県教育委員会文化課の試掘結果等により明らかになった。遺跡の取り扱いに
ついて宮崎県中部農林振興局と1真重に協議を重ねた結果、清武町教育委員会カギi崎県中部農林振興局の委託を

受け、発掘調査を実施することとなった。

発掘調査は平成19・ 20年度 (平成19年 12ナ 16「 卜 平成20年 5月 29日 )に行われた。調査面積は約1,120nlで

あった。

2.調査組織

五反畑遺跡B地区の調査組織は以下のとおりである。

調査主体 :清武町教育委員会

発掘調査 (平成19年度) 発掘調査 (平成20年度 ) 整理作業 (平成21年度)

事 務

教育長

教育次長

41涯
`γ

:習課長
ク  課長補佐
ク  係長
ク  主任

調 査

生洲:学習課主事
ク 嘱託職員

局

神川

児玉

長友

内藤

伊東

井田

員

雅博

結記

事 務

教育長

教育次長

生涯学習課長
ク  係長
ク  主任

調 査

生涯学習課主任
ク 嘱託職員

事 務 局

教育長

教育次長

生涯学習課長
ク  課長補佐
ク 「li査

調 査 員

生涯学習課主任
ク 嘱託職員

志

樹

幸

健

篤

孝

秀

貞

志

樹

幸

但

篤

孝

秀

貞

志

樹

春

弘

但

篤

孝

秀

公

和

局

神川

児玉

日高

伊東

井田

神川

児玉

日高

川越

井田

成

村

秋

今

成

村

目貝
秋

今

成

村

秋

今

雅博

結記

雅博

結記

第2図 発掘調査風景②第1図 発掘調査風景①
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第 2節 遺跡の環境

1.地理的環境

五反畑遺跡B地区は宮崎郡清武町大字船引字五反畑に所在し、標高約49～ 48mの 中位河岸段丘_Lに位置して

いる。清武町は、県内最大の宮崎平野の南端に位置し、宮崎市の南西に隣接している。宮崎平野の基盤にあた

る地層は、「宮崎層群」と呼ばれているが、この地層は第三紀末期 (700万年前)～第四紀初頭 (150万年前)

に九州山地から河川により運ばれた砂礫や泥が浅い海に堆積してできた地層である。

また、宮崎市から清武町にかけて分布する丘陵及び台地状の地形のうち、大淀川より南の丘陵は大淀川南岸

丘陵と呼ばれている。丘陵の高さは西方の高岡山地から東へ向かってしだいに低 くなり、標高約100mの平坦

な台地状地形に変わる。本遺跡上段に存在する船引台地も大淀川南岸丘陵の一部を形成している。

本遺跡西側には清武川が流れている。清武川両岸には段丘地形が顕著に発達している。この段丘地形は宮崎

平野が第四紀洪新世に数次の隆起をくり返した結果、形成されたものである。清武川両岸の段丘崖には礫層が

露出しているが、これは旧河床や氾濫源に堆積した砂礫が、地盤の隆起により崖に現れたものである。

なお、本遺跡の北側の崖面には湧水点が数多く点在しており、遺跡が立地する上での好条件の一つであつた

と考えられる。

2.歴史的環境

五反畑遺跡B地区が所在する船引地区には、白ヶ野遺跡 。滑川遺跡・坂元遺跡 。山田遺跡 。清武上猪ノ原遺

跡・下猪ノ原遺跡など約20遺跡が確認されている。これらの遺跡は県営ほ場整備事業や東九州自動車道建設に

伴い発掘調査が行われ、縄文時代早期の資料を中心に貴重な発見が続いている。

遺跡周辺の詳細な歴史的環境については『五反畑遺跡A地区』(今村2009)の報告書でまとめているため、

そちらを参考にして欲しい。

第 3節 発掘調査の経過と方法

1。 発掘調査の経過

重機による表土の剥ぎ取 り後、レベル移動及びグリッドの設定を行つた。なお、各グリッドの名称は第 5図

のとおりである。その後、アカホヤ火山灰層残存範囲において、遺物の取 り上げ作業と遺構の検出作業を行っ

た。その結果、弥生時代の竪穴式住居跡や古墳時代の墳墓などが検出された。そのため、遺物の取 り上げ作業

と並行して遺構の記録作業を行った。

アカホヤ火山灰層上位の調査が終了後人力によリアカホヤ火山灰層を除去し、縄文時代草創期～早期の調査

を実施した。その結果、多量の遺物が出土したほか集石遺構 。土坑等が検出された。そのため、これらの記録

作業を行つた。旧石器時代の調査に関しては、縄文時代草創期～早期の調査が終了した範囲にトレンチを設定

し掘 り下げていくという方法で行った。設定したトレンチから遺物が出土した場合は、その トレンチを拡張し

て遺物の広がりを完全に把握するよう心推卜けた。しかしながら、広 く平面的に遺物包含層の掘 り下げを行うこ

とはできなかった。

2.発掘調査の方法

本調査区における発掘調査の方法は下記のとおりである。

表土等の剥ぎ取り

基 準 杭 の 設 定

遺物包含層の掘り下げ作業

測

係

実

関

構

量

， 退
測

:調査員の指示のもと重機を使用して実施した。

:すべて調査員が行つた。

:主にジヨレン・ねじり鎌で行った。包含層中に存在する遺構の検出作業も兼ねているので、

一枚一枚包含層を剥ぐ意識を作業員に徹底させ丁寧に行つた。

三遺構のサイズに応じて 1/5、 1/10、 1/20で 作図した。

三光波測量器及びデータコレクタを使用し、現場でデータを収集した後、清武町埋蔵文化財

センターにおいてAUTOCADを 利用してデジタルデータとして整理・管理した。

:6× 9版モノクロ 。リバーサル、35mmモ ノクロ・リバーサル写真を併用して行つた。写 真 撮 影
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第 4図 遺跡周辺地形図 (S=1/1500)



第 4節 基本土層

本調査区における基本土層は、グリッドB2区北東側壁面にて実測した (第 7・ 8図 )。 地層対比のうえで

鍵となる降下火山灰層を三層確認した。しかし、調査区の南西側は緩やかな斜面となっているため、これらの

火山灰の堆積が薄いもしくは確認できない地点も存在した。また、姶良入戸火砕流堆積物と考えられるXⅢ層直

上では流水の痕跡であるラミナ (XⅡ b層、第9図)を確認できた。これは姶良入戸火砕流堆積後に流れた旧河

川跡の存在もしくは洪水があったことを示しているものと考えられる。本調査区がある段丘面形成の要因となっ

た可能性も高い。XⅢ層直下には礫層 (XⅣ層)を確認したが、これは宮崎層群直上の礫層であると調査区周辺

の露頭 (第 10図 )の観察により判断できる。

【第 l章 引用・参考文献】

今村結記 2009 「五反畑遺跡A地区J清武町埋蔵文化財調査報告書第28集 清武町教育委員会

早田努 1997 「第一節 県内の地形と地質」「宮崎県史 通史編 原始・古代 1」  宮崎県

酬某

第 5図  グリッド図 (S=1/500)

酬キ

□ …アカホヤ火山灰層 (V層 )

■  綺文時代革

“

期・摯期遺物包含層 (V～ VI層 )

[| ■島小林軽石層 (■層)

■ 旧石●時代遣物包含層 (Ⅸ層以下)

第 6図 表土除去後調査区削平状況及びコンタ図 (S=1/500)
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I 黒褐色シルト質ローム層 (10YR2/2)表土

Ⅱ 黒色シルト質ローム層 (10YR7/1)

Ⅲ 暗褐色ローム層 (10YR3/3)二次堆積の鬼界アカホヤ火山灰層

Va 明褐色砂質ローム層 (10YR7/6)鬼界アカホヤ火山灰層

Ⅳb 黄橙色ローム層 (10YR7/8)鬼界幸屋軽石層

V 黒色ローム層 (7.5YR2/1)

Ⅵ 極暗褐色ローム層 (7.5YR2/3)

Ⅶ 褐色ローム層 (7.5YR4/4)霧 島小林軽石を少量含む層

Ⅷ  にぶい黄褐色ローム層 (10YR4/3)霧 島小林軽石を多量含む層

X にぶい黄褐色シルト質ローム層 (2.5YR6/4)

X 暗褐色ローム層 (10YR3/3)

XI 褐色ローム層 (7.5YR4/3)

Xla灰褐色砂層 (7.5YR5/2)直 径 5 cm以下の小礫を多量含む層

XΠ b暗褐色砂層 (2.5YR7/6)ガ 礫ヽ、砂等が縞状に入る層

XⅢ 黄褐色砂層 (10YR5/8)姶 良入戸火砕流堆積物

XⅣ 礫層 ※別地点で確認

第 7図 基本土層図 (S=1/30)

第 9図  ラ ミナ堆積状況

第 8図 基本土層 第10図 礫層と宮崎層群の関係



第 Ⅱ 旧石器時代の調査

第 1節 遺構

霧島小林軽石層下位において、BloCl区 より旧石器時代に該当する遺構が検出された。検出された遺構

は、礫群 3基である。検出された遺構の位置関係および礫の分布状況を第12図に示している。以下、各遺構に

ついて詳述する。

【1号礫群】 グリッドBl区に位置する。X層 において検出された。約1.6× 0.8mの範囲で礫の広がりを確

認した。砂岩の礫で構成され、礫は赤化している。礫群内では炭化粒が確認できる。本礫群の構成礫の点数は

62点、総重量は24.4kgであった。

【2号礫群】 グリッドCl区に位置する。Ⅸ層において検出された。約1.3× 1.2mの範囲で礫の広がりを確

認した。砂岩の礫で構成され、礫は赤化している。礫群内では炭化粒が確認できる。本礫群の構成礫の点数は

46点、総重量は8。9kgであった。

【3号礫群】 グリッドCl区に位置する。Ⅸ層において検出された。約1.55× 0.45mの範囲で礫の広がりを

確認した。砂岩の礫で構成され、礫は赤化している。礫群内では炭化粒が確認できる。本礫群の構成礫の点数

は25点、総重量は6.6kgで あった。

第 2節 石器の時期認定について

本調査区ではV～ XI層 において、旧石器時代～縄文時代早

期の石器が総数1341点 出土した。V～Ⅶ層において細石器文

化期～縄文時代早期の遺物、Ⅷ層 (霧島小林軽石層)を挟んで、

Ⅸ～XI層 からナイフ形石器文化期の遺物が出土 している (第

1表 )。 ただし、グリッドCloC2区 ではⅧ層 (霧島小林軽

石層)がほとんど堆積 しておらず、Ⅸ層中において細石器文

化期の遺物とナイフ形石器文化期の遺物が混在 して出土する

状況が見受けられた。

土早
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Ｏ」中べ、「　″

θ

__                                                       L=4850m

___0:ア   財〇

《1号礫群》

※「 」は炭化粒を示す。

第H図 礫群実測図 (S=1/30)
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第12図 旧石器時代遺構配置図及び礫の分布状況 (S=1/300)
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第 1表に出土層位と主要器種及び石器石材関係との関係を示した。次にこの表を用いて石材別に時期認定を

行う。まず縄文時代草創期～早期の遺物である土器 。石鏃に注目するとV～Ⅶ層において出土していることが

分かる。土器・石鏃と出土層位において有機的な関係を示す石材が黒曜石 (鹿児島・姫島 。西北九州産)・ チャー

ト・粘板岩 。安山岩 。尾鈴山酸
′
1生岩である。よって、これらの石材は糸電文時代草創期～早期の遺物であると考

えられる。特に姫島産黒曜石・安山岩 。尾鈴山酸性岩に関しては、これまでの当地域の調査事例でも同様の結

果が得られており、今回の結果を補強する材料となっている。桑ノ木津留産黒曜石は石鏃 。細石刃・細石刃核

に使用されているため、細石器文化期～糸電文時代早期に該当する。風化のためか灰黒色不透明で、自色斑点を

多く含む産地不明の黒曜石 (本遺跡に加え、自ヶ野遺跡や清武上猪ノ原遺跡など船引台地で一定量出土してい

ることから船引OX群と仮称する)は細石刃核に使用されているため、細石器文化期に該当すると考えられる。

砂岩 。頁岩・流紋岩・ホルンフェルスはV～ XI層 の各層で出土しているため、ナイフ形石器文化期～縄文時代

早期において普遍的に使用された石材と考えられる。

さらに細石器文化器の遺物とナイフ形石器文化期の遺物が混在しているグリッドCl・ C2区のⅨ層出土の

石器については、ほぼナイフ形石器文化期の遺物で構成されるX・ XI層 出土石器の分布 (第 14図第 1ブロック

参照)と細石器の分布 (第29図第 5ブロック参照)が異なることを利用し、時期の分離を行った。V～Ⅶ層出

土の遺物に関しては、確実に細石器文化期の遺物と判断される細石刃 。細石刃核及び細石刃製作に関連する遺

物のみを抽出した。

なお、本報告書における石材の同定はすべて肉眼観察によるものである。

第 3節 ナイフ形石器文化期の遺物

ナイフ形石器文化期に該当する石器は総数150点出土している。石器の集中域及び接合状況から第 1ブロッ

ク～第4ブロックを設定した (第 13・ 14図 )。 接合資料が多数検出されたが、各ブロックを結びつける資料は

認められなかった。以下、各ブロックの説明を行う。

1.第 1ブロック

第 1ブロックはグリッドCl区を中心とする。出土した石器はナイフ形石器 3点、スクレイパー 1点、二次

加工ある剥片 4点、石核 7点、砕片・剥片72点である。使用石材は砂岩21点、流紋岩18点、頁岩35点、ホルン

フェルス13点である。

ナイフ形石器 (1・ 2) 1は砂岩製の縦長剥片を素材とし、片縁部～基部にかけて刃潰し加工を施す。 2は

頁岩製の縦長剥片を素材とし、先端部及び基部に刃潰し加工を施す。

第 1表 層位別遺物及び石器石材組成表

石鏃
石鏃

未製品
尖頭状
石器

槍先形
尖頭器

細石核 細石刃
打 面

再 生 剥 片

`率

m石 器 ヽ

作 業 面
再 生 剥 片
r細 石 器 ヽ

ナイフ形
石器

土 器

V層 1

Ⅵ層 3 3

Ⅶ 層 6 1 5 5 1 1 367

Ⅷ層 1

Ⅸ層 7 1 1

X層 1 1

X層 1 1

【主要器種別】

黒曜石

(桑ノ木津留 )

黒曜石
(鹿児島 )

黒曜石
(姫島 )

黒曜石

(西北九州 )

黒 曜 石

(船 引OX群 )

チヤート 粘板岩 安山岩
山
岩

鈴
性

尾
酸

砂 岩 頁 岩 流紋岩 ホルンフェルス

V層 1 l 1

Ⅵ 層 1 1 1

Ⅶ層 3 1

Ⅷ 層 1

Ⅸ層 4

X層 1

X層 1 7

【石材別】
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第13図 ナイフ形石器文化期出土石器分布図 【器種別】(S=1/300)

神 . I'C(
■  (

第2プロック

・分布図中の番号は報告書中の

遺物番号と対応する。

-10-



3+

※実線は剥離面の接合、破線は
折れ面・節理面の接合を示す。

※分布図中の番号は報告書中の

接合資料の番号と対応する。

●…砂岩
▲…流紋岩
口…頁岩
口・…ホルンフェルス

第14図 ナイフ形石器文化期出土石器分布図 【石材別】 (S=1/300)
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スクレイパー (3)

される。

3は流紋岩製である。背面に礫面を残す大型の分割礫を素材とし、一側縁に刃部が形成

接合資料① (4～ 7) 頁岩製で剥片3点 ・ナイフ形石器 1点が接合する。4→ 7→打面を180°回転後数枚の

剥片剥離→5→ 6と いう作業工程が復元される。作出した4は片縁部～基部にかけて刃潰し加工を施し、ナイ

フ形石器とする。先端部は欠損している。5は作業面再生剥片であろう。

接合資料② (809) 砂岩製で剥片2点が接合する。9→数枚の剥片剥離→8と いう作業工程が復元される。

接合資料③ (10011) 流紋岩製で剥片2点が接合する。10-2枚の剥片剥離→11と いう作業工程が復元され

る。11は二次加工が施される。

接合資料④ (12・ 13) 砂岩製で剥片 1点・石核 1点が接合する。13→数枚の剥片剥離→12(残核)と いう作

業工程が復元される。12の形状から作出される目的剥片は横長剥片と考えられる。

接合資料⑤ (14～ 18) 砂岩製で剥片4点・石核 1点が接合する。まず、裏面で17→数枚の剥片剥離を行つた

後表面で、数枚の剥片剥離→16→ 18→数枚の剥片剥離→15→ 14(残核)と いう作業工程を行っている。

接合資料⑥ (19～22) 頁岩製で剥片 3′点・石核 1点が接合する。自然面を打面とし、20-22→数枚の剥離→

21→形成された面を打面とし、数枚の剥片剥離→19(残核)と いう作業工程が復元される。

接合資料⑦ (23～26) 流紋岩製で剥片3点・石核 1点が接合する。23→数枚の剥片剥離→24→数枚の剥片剥

離→25と 作出した後も打面再生を行いながら剥片剥離を続けたと考えられる。残った石核が26である。24には

二次加工が施される。

接合資料③ (27・ 28) 砂岩製で

剥片 2点が接合する。27→ 28と い

う作業工程が復元される。

接合資料⑨ (29030) 頁岩製で

剥片 2点が接合する。30-29と い

う作業工程が復元される。

接合資料⑩ (31032) 頁岩製で

剥片 2点が接合する。32→ 31と い

う作業工程が復元される。32は作

業面再生剥片であろう。

馘
蒻

曖
多

m

第15図 ナイフ形石器文化期出土石器実測図① (S=2/3)
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第18図 ナイフ形石器文化期出土石器実測図④ (S=2/3)
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第20図  ナイフ形石器文化期出土石器実測図⑥ (S=2/3)
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第22図  ナイフ形石器文化期出土石器実測図③ (S=2/3)

接合資料① (33～35) ホルンフェ

ルス製で剥片 2点 。石核 1点が接合

する。35→34と 剥離 したのち作業

面を転回しながら剥片剥離を行った

と考えられる。残つた石核が33で

ある。

2.第 2ブロック

第 2ブロックはグリッドBl区で

検出された。出土した石器は敲石 l

点、二次加工ある剥片 3′:ミ 、石核 4

点、砕片・剥片10点 (う ち3点は

折れ面で接合)である。使用石材は

全て砂岩である。第2ブロックでは

接合状況から一つの母岩を用いた石

器製作のみ行つたと考えられる。

敲石 (50) 砂岩製で両端に敲打

痕が確認できる。接合資本IJ⑫の石器

製作に用いられた敲石と考えられる。

接合資料⑫ (36～ 49) 砂岩製で

剥片12点 (う ち3点は折れ面で接

合)。 石核 4点が接合する。43→数

枚の剥片剥離→47→形成された面

を打面とする→48→42→数枚の剥

片剥離→形成された面を打面とする
→46→数枚の剥片剥離→41→ 1枚

の剥片剥離→36→ 37・ 45。 49→打

面を90° 回転→40→打面をもとに戻

す→39→打面を90° 回転→38→打面

をもとに戻す→数枚の剥片剥離→

44(残核)と いう作業工程が復元

される。なお、37・ 45。 49剥離後、

39剥離前の間に37・ 45。 49の打面
を180°回転し、一枚の剥片剥離を行っている。剥離後38、 和、弟を石核に転じている。43、 46、 47に は二次加
工が施される。37・ 45・ 49は剥離後45→37→49の順でさらに剥離されている。

3.第 3ブロック

第3ブロックはグリッドAl区で検出された。出土した石器は二次加工ある剥片 2点、石核 3点 (う ち2点
は折れ面で接合)、 砕片 。剥片26点である。使用石材は砂岩 1点、流紋岩19′点、頁岩10′点、ホルンフェルス 1

点である。流紋岩・頁岩が主体のブロックと言えよう。剥離面で接合した資料は 1点 も出土していない。

4.第 4ブロック

第4ブロックはグリッドA3区で検出された。出土した石器は石核 1点、砕片 。剥片 5点である。調査区夕|
にブロックの範囲は広がるものと思われる。使用石材は頁岩 5点であり、全て同一母岩と考えられる。
接合資料⑬ (51・ 52) 頁岩製で剥片2点が接合する。52→数枚の剥片剥離→51(残核)と いう作業工程が復
元される。51は左側縁部に刃部調整を施し、スクレイパーに転用している。

5。 ブロック以外の石器
ブロック以外からはスクレイパー1点、二次加工ある剥片 1点 ・砕片・剥片 6点出土している。使用石材は

流紋岩4点 。頁岩4点である。

-19-
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36

第24図 ナイフ形石器文化期出土石器実測図⑩ (S=2/3)
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m

45

第25図  ナイフ形石器文化期出土石器実測図⑪ (S=2/3)
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m

(47～ 49)

m

(50)

(S=2/3、 1/2)

49

第26図  ナイフ形石器文化期出土石器実測図⑫
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接合資料⑬

(51 ・52)

スクレイパー (53) 頁岩製の縦長剥片を

素材とし、その末端に弧状の刃部を形成 し

た掻器である。

第 4節 細石器文化期の遺物

細石器文化期に該当する石器は総数210点

出土 している。石器の集中域及び接合状況

から第 5ブロック～第 7ブロックを設定し

た (第28。 29図 )。 接合資料が多数検出され

たが、各ブロックを結びつける資料は認め

られなかった。以下、各ブロックの説明を

行う。
第27図  ナイフ形石器文化期出土石器実測図⑬ (S=2/3)

1.第 5ブ ロック

第 5ブロックはグリッドCl・ C2区を中心とする。出土した石器は細石刃13点、細石刃核 4点、敲石 1点、

石核14点、砕片・剥片143点である。使用石材は桑ノ木津留産黒曜石17点、砂岩109点、流紋岩13点、頁岩36

点である。

細石刃 (54～65) 全て桑ノ木津留産黒曜石製である。細石刃は残存状況から完存品 (62・ 63)、 下部を折断

するもの (57・ 58・ 60)、 上部を折断するもの (59。 64。 65)、 両端部を折断するもの (54～ 56・ 61)に分類

できる。打面が残っている資料をみると全て打面調整が行われているようである。なお、57・ 60・ 62・ 65は縁

辺に微細剥離が確認される。
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●…細石刃
口…細石核
▲…打面再生剰片(細石器)

口…作業面再生剥片(細石器)

●…石斧木製品

・ …敲石
●…石核
▲…砕片・剰片
口…二次加工ある刺片

第28図 細1石器文化期出土石器分布図 【器種別】(S=1/300)
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百+

第5プロック

第6プロック

第7プロック

■,。

※実線は剰離面の接合、破線は

折れ面・節理面の接合を示す。

●…黒曜石 (桑ノ木津留 )

●…黒曜石 (船引OX群 )

■…砂岩
口…流紋岩
■…頁岩
・・・ホルンフェルス

第29図 細石器文化期出土石器分布図 【石材別】(S=1/300)
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細石刃核 (66～69) 全て桑ノ木津留産黒曜石製である。いずれも自然面を有しており、小型の原礫または分

割礫を素材として細石刃の生産には打面調整を施す細石刃核である。66～68は作業面が1面で背面に自然面を

残し、細石刃生産が進行した場合には扁平な形態となり、側面観が板状または三角形状になるものである。69

は作業面が複数面に及び最終形態が円柱状の形状となるもので、下端部には自然面を有している。

敲石 (70) 砂岩製の亜円礫を素材とする。両端に敲打痕を確認できる。

接合資料⑭ (71～79)砂岩製で剥片 7点・石核 2点が接合する。73剥離後、節理により77を 含む個体と71・

72。 74・ 75。 76。 78・ 79を含む個体の大きく二つに分かれ、それぞれ剥片剥離が行われたと考えられる。71・

72・ 74・ 75。 76・ 78。 79を含む個体では節理面を打面とし、78。 72→数枚の剥片剥離→75→形成された剥離

面を打面とする→71・ 76→再び節理面を打面とする→74→79(残核)と いう作業工程が復元される。73は剥離

後石核として利用される。75は二次力日工が施される。71・ 76は 1枚の剥片として剥離された後、さらに加撃さ

れ分割される。

接合資料⑮ (80～97)砂岩製で剥片17点 。石核 1点が接合する。節理により82。 91が剥離した後、自然面を

打面とし94→85→数枚の剥片剥離→86・ 89→打面を90°回転する→90→打面をもとに戻す→96→数枚の剥片剥

離→88→87→95→数枚の剥片剥離→97→数枚の剥片剥離→93(→数枚の剥片剥離→83)・ 80(→81)→数枚の

剥片剥離→87の剥離で生じた剥離面を作業面とする→92→数枚の剥片剥離→84(残核)と いう作業工程が復元

される。86・ 89は 1枚の剥片として剥離された後、さらに加撃され分害Jさ れる。

接合資料① (98～ 100) 頁岩製で剥片 3点が接合する。100-1枚の剥片剥離→98→打面を180°回転→99と い

う作業工程が復元される。礫面を除去するための初期段階の剥片剥離工程を示す資料と考えられる。

接合資料⑦ (101・ 102) 流紋岩製で剥片 2点が接合する。102→数枚の剥片剥離→101と いう作業工程が復元

される。

接合資料① (103・ 104) 砂岩製で剥片 2点が接合する。103→数枚の剥片剥離→104と いう作業工程が復元さ

れる。

接合資料⑩ (105～ 109) 砂岩製で剥片 5点が接合する。105→数枚の剥片剥離→106→打面を90°回転→数枚

の剥片剥離→109→ 108→ 107と いう作業工程が復元される。110は接合資料⑩と同一母岩と考えられる石核であ

る。

接合資料④ (111～ 113)砂岩製で剥片2点・石核 1′点が接合する。節理により111を 含む個体と112・ 113を

含む個体の大きく二つに分かれ、それぞれ剥片剥離が行われたと考えられる。112・ 113を 含む個体では112→

数枚の剥片剥離→113(残核)と いう作業工程が復元される。
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第30図 細石器文化期出土石器実測図① (S=2/3、 1/2)
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第31図 細石器文化期出土石器実測図② (S=2/3)
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第33図 細石器文化期出土石器実測図④ (S=2/3)
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第34図 細石器文化期出土石器実測図⑤ (S=2/3)

-31-

m



軋

m

-32-



ハ
‐――
刈

一

魃

-33-



接合資料⑩
(98～ 100)

接合資料①
(101 ・ 102)

“

=νO    m第37図 細石器文化期出土石器実測図③
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接合資料①

(103・  104)

第38図 細石器文化期出土石器実測図⑨ (S=2/3)
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第39図 細石器文化期出土石器実測図⑩ (S=2/3)
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接合資料④ (114～ 120)砂岩製で剥片7点が接合する。115。 116→打面を90°回転する→120-形成された面
を打面とする→118→ 119→打面を90°回転する→117→数枚の剥片剥離→114と いう作業工程が復元される。

接合資料② (1210122)砂 岩製で剥片2点が接合する。121→ 122と いう作業工程が復元される。

接合資料④ (123～ 125) 砂岩製で剥片 1点 。石核2点が接合する。剥片剥離を行う過程で節理により125を

含む個体と123。 124を 含む個体の大きく二つに分かれ、それぞれ再び剥片剥離が行われたと思われる。123・

124を含む個体では123→数枚の剥片剥離→124(残核)と いう作業工程が復元される。

接合資料④ (126・ 127) 流紋岩製で剥片2点が接合する。126→ 127と いう作業工程が復元される。

接合資料④ (128～ 131)砂岩製で剥片3点・石核 1点が接合する。130→ 128→ 129→ 131(残核)と いう作

業工程が復元される。131は縁辺に連続的な調整を行っている。

接合資料④ (132～ 13Ю  砂岩製で剥片2点 。石核 1点が接合する。134-数枚の剥片剥離→133→132(残核)

という作業工程が復元される。

財祀茉′
接合資料⑩
(111～ 113)

第40図 細石器文化期出土石器実測図⑪ (S=2/3)
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第43図 細石器文化期出土石器実測図⑭ (S=2/3)
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第44図 細石器文化期出土石器実測図⑮ (S=2/3)
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接合資料④ (1350136) 砂岩製

で剥片1点 。石核 1点が接合する。

135→数枚の剥片剥離→136(残核)

という作業工程が復元される。

接合資料④ (1370138)砂 岩製

で剥片 2点が接合する。137→ 138

という作業工程が復元される。

接合資料④ (1390140) 砂岩製

で剥片 2点が接合する。140→ 139

という作業工程が復元される。

接合資料① (141・ 142)砂岩製

で剥片 2点が接合する。142→数枚

の剥片剥離→141と いう作業工程が

復元される。

2.第 6ブ ロック

第6ブロックはグリッドB2区に

位置する。出土した石器は細石刃 1

点、敲石1点、石核 2点、砕片・剥

片5点である。使用石材は桑ノ木津

留産黒曜石1点、月合引OX群黒曜石

1点、砂岩1点、頁岩 1点、ホルン

フェルス5点である。

接合資料① (143～ 146) ホルン

フェルス製で剥片 2点 ・石核 2点

が接合する。節理により143が剥離

した後、節理面を打面とし、146→

144と 剥離される。残った石核が

145である。147は接合資料①と同

一母岩と考えられる石核である。左

側縁部に刃部調整を施し、スクレイ
パーに転用している。

敲石 (148) 砂岩製で、両端に敲

打痕を確認できる。

3.第 7ブロック

第7ブロックからは細石刃 1点、

細石刃核 6点、打面再生剥片1点、

作業面再生剥片 1点出土している。

使用石材は桑ノ木津留産黒曜石7点、

頁岩 2点である。

細石刃核 (149～ 154) 154は頁岩

製でその他は全て桑ノ木津留産黒曜

石製である。黒曜石製のものは全て

自然面を有するもので小型の原礫ま

たは分割礫を素材として細石刃の生

産には打面調整を施す細石刃核であ

る。頁岩製のものは剥片を素材とす

る。149・ 150は第 5ブロックの66
～68と 同じ特徴を持つものである。

接合資料④

(137・  138)

m

第47図 細石器文化期出土石器実測図⑬ (S=2/3)
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151は作業面を2面設定している。152は作業面を3面設定しておりそのうちの 1面は打面を180°転回して細石

刃を生産している。153は黒曜石の小型の原礫を素材としており、そのうちの一面に作業面を設定している。

打面調整は側面方向と作業面方向からの 2方向から行われている。154は頁岩製の剥片を素材としてその下端

の木口部分に作業面を設定するものである。打面調整は素材剥片の側縁部に主要剥離面側からの加撃により行

う。下縁調整は行われていない。清武上猪ノ原遺跡第 5地区のSC-329に て石鏃との共伴が確認された細石刃

核と特徴が類似 している。

細石刃核打面再生剥片 (155) 桑ノ木津留産黒曜石製である。細石刃核の作業面の方向からの打面調整の様

子がうかがえ、打面調整と同じ方向からの加撃によって細石刃核から本資料を剥ぎ取っている。

細石刃核作業面再生剥片 (156) 頁岩製である。上端部には打面調整の痕跡を残す。

4.ブロック以外の石器

細石刃 2点、細石刃核 3点、石斧未製品2点、二次加工ある剥片 2点、砕片 。剥片 8点出土している。使用

石材は桑ノ木津留産黒曜石 7点、月合引OX群黒曜石 5点、砂岩 1点、頁岩3点、ホルンフェルス1点である。

接合資料①
(143～ 146)

炒
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⌒ 幽 ^―
~―

▲ 晰

m

(143～ 147)

W       m

(148)

第49図 細石器文化期出土石器実測図⑩ (S=2/3、 1/2)
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細石刃 (159・ 160) 桑ノ木津留産黒曜石製で両端部を折断するものである。

細石刃核 (1570158・ 161) いずれも自然面を有している。157は桑ノ木津留産黒曜石製で素材となる自然面
を有する厚手の剥片の側縁部付近に作業面を設定する。体部調整を施し、打面調整は両側縁側から行っている。
158は船引OX群製の細石刃核で素材となる厚手の剥片の下端部に作業面を1面設定し、側面調整を打面方向
から施している。細石刃の生産には打面調整を側縁部側と作業面側からの 2方向から行っている。161は桑ノ

木津留産黒曜石製で、打面調整を行って細石刃を生産し、その後作業面を転回し2面の作業面が接する形で新
しい作業面を設定している。

石斧未製品 (162・ 163) いずれも頁岩製で礫面を残す剥片を素材とする。基部調整は行われているが、刃部
調整はあまり行われず明瞭な刃部を形成していない。そのため未製品として報告する。
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第50図 細石器文化期出土石器実測図② (S=2/3)
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第2表 旧石器時代の石器計測表①

報告書

No
器種 出土地点 層位 石材

法量 (cm) 菫 量

(g)
備考 実測No

最 大 幅 最 大 厚

l ナイフ形 石器 Cl区 X 砂岩

2 ナイフ形 石器 Cl区 Ⅸ 頁岩 (61) 欠損あり

3 スクレイ′く― C 区 Ⅸ 流紋岩 11.25 391〕 .8 155

4 ナイフ形石 器 Cl区 XI 頁岩 (295) 17 (4.0) 接合資料① 欠損あり

5 剥 片 C 区 XI 頁岩 接合資料①

6 熟l片 Cl区 XI 頁岩 (295) 接合資料① 欠損あり

7 剥 片 Cl区 Ⅸ 頁岩 接合資料①

剥 片 Cl区 X 砂岩 246 接合資料② 288

9 剥 片 Cl区 不 明 砂岩 (405) (5.6) 接合資料② 欠損あり

剥 片 Cl区 Ⅸ 流紋岩 272 接合資料③

11 二次加工ある剥片 Cl区 XI 流紋岩 接合資料③

石核 Cl区 Ⅸ 砂岩 200.0 接合資料①

剥 片 Bl区 Ⅶ 砂 岩 (14.8) 接合資料④ 欠損あり

石核 Cl区 X 砂岩 2100 接合資料⑤

剥片 Cl区 XI 砂岩 (17.5) 接合資料⑤ 欠損あり

剥 片 Cl区 XI 砂岩 (215) (22) 接合資料⑤ 欠損あり 377

剥片 Cl区 XI 砂岩 29.8 接合資料⑤ 1375

剥片 Cl区 X 砂岩 60.5 接合資料⑤

9 石核 Cl区 XI 頁岩 535 101 0 接合資料⑥

剥片 Cl区 XI 頁岩 接合資料⑥

剥片 Cl区 Ⅸ 頁岩 接合資料⑥

剥片 Cl区 Ⅷ 頁岩 121 接合資料⑥ 262

剥 片 Cl区 XI 流紋岩 15 接合資料⑦

二次加工ある剥片 Cl区 Ⅸ 流紋岩 225 (729) 接合資料⑦欠損あり

剥 片 Cl区 Xl 流紋岩 666 接合資料⑦

石核 Cl区 XI 流紋岩 5.05 接合資料⑦

剥 片 Cl区 Ⅸ 砂岩 接合資料③ 欠損あり 223

剥 片 Cl区 Ⅶ 砂岩 (68) (291) 接合資料③ 欠損あり

剥 片 区 XI 頁岩 (81) 接合資料⑨ 欠損あり

剥 片 Cl区 X 頁 岩 接合資料⑨

剥 片 Cl区 Ⅸ 頁岩 (45) 275 (125) 接合資料⑩ 欠損あり

剥片 Cl区 X 頁 岩 接合資料⑩

石核 Cl区 XI ホルンフェルス 接合資料⑪

剥片 Cl区 XI ホルンフェルス 605 接合資料⑪

剥片 Cl区 XI ホルンフェルス 596 接合資料⑪

剥片 Bl区 X 砂 岩 255 接合資料⑫

剥 片 Bl区 X 砂 岩 接合資料⑫

石核 Bl区 X 砂 岩 接合資料⑫

剥片 Bl区 X 砂岩 695 5.75 接合資料⑫

石核 Bl区 X 砂岩 655 525 1518 接合資料⑫

勲l片 Bl区 X 砂 岩 1355 595 28 (987) 接合資料⑫ 欠損あり 折れ面接合

剥 片 Bl区 X 砂岩 165 接合資料⑫

二次加工ある剥片 Bl区 X 砂 岩 接合資料⑫

石 核 Bl区 X 砂岩 1126 接合資料⑫

剥 片 Bl区 X 砂岩 325 15.7 接合資料⑫

二次加工ある剥片 Bl区 X 砂 岩 320 接合資料⑫

二次加工ある剥片 Bl区 X 砂 岩 295 198.2 接合資料⑫

石核 Bl区 X 砂岩 接合資料⑫

剥 片 Bl区 X 砂岩 接合資料⑫

敲石 Bl区 X 砂 岩 731 0

石核 A3区 XI 頁岩 2765 接合資料⑬ スクレイパーに転用 265

剥片 A3区 XI 頁岩 (515) 1.1 (166) 接合資料⑬ 欠損あり

スクレイノヾ― C2区 XI 頁岩 505

細石 刃 Cl区 Ⅸ 黒曜石(桑ノ木津留

細石刃 Cl区 Ⅸ 黒曜石(桑 ノ木津留

細石刃 Cl区 Ⅶ 黒曜石(桑ノ木津留
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第3表 旧石器時代の石器計測表②
轍青 薔

No 器種 出土地点 層位 石材
法量 (cm 重

０
備考 実 測 No

最 大 長 最大幅 最大厚

細石 刃 C2区 Ⅵ 黒曜石(桑 ノ木津留) 075

細石 刃 C 区 Ⅸ 黒曜石(桑 ノ木津留) 095

細石 刃 C 区 Ⅶ 黒曜石(桑 ノ木津留 1.5

細石 刃 C 区 Ⅸ 黒曜石(桑 ノ木津留 095

細石 刃 C2区 Ⅶ 黒曜石(桑 ノ木津留 15 055

細石刃 C2区 Ⅸ 黒曜石(桑 ノ木津留 175

細石刃 C 区 X 黒曜石(桑 ノ木津留|
265

細石刃 C 区 Ⅸ 黒曜石(桑ノ木津留|
12

細石刃 C 区 XI 黒曜石(桑ノ木津留|
275 0.75

細石刃核 C 区 Ⅸ 黒曜石(桑 ノ木津留|
235

細石刃核 C2区 Ⅵ 黒曜石(桑 ノ木津留|

細石刃核 C 区 Ⅵ 黒曜石(桑 ノ木津留|

細石刃核 C 区 Ⅸ 黒曜石(桑ノ木津留|

敲石 C 区 Ⅸ 砂岩 6.25 51 13280 195

剥 片 C 区 Ⅸ 砂岩 接合資料⑭ 折れ面接合 347

剥 片 C 区 Ⅸ 砂 岩 接合資料⑭ 1352

石核 C 区 Ⅸ 砂 岩 777 接合資料⑭ 折れ面接合

剥片 区 Vll・ EK 砂 岩 665 255 (520) 接合資料⑭ 欠損あり

二次加工ある剥片 B2区 Ⅸ 砂岩 (72) (573) 接合資料⑪ 欠損あり

剥 片 区 Ⅸ 砂岩 接合資料⑪

剥 片 C2区 Ⅸ 砂 岩 (425) 1.1 (103) 接合資料⑪ 欠損あり

剥 片 区 Ⅸ 砂 岩 接合資料①

石 核 区 lll・ EK 砂 岩 865 400.0 接合資料⑪ 折れ面接合

景1片 Cl・ C2区 Ⅸ 砂 岩 (555) 1.3 (251) 接合資料⑮ 欠損あり折れ面接合

剥 片 区 Ⅸ 砂 岩 接合資料⑮ 折れ面接合

剥 片 区 Ⅸ 砂 岩 675 H05 1397 接合資料⑮

剥 片 区 Vll・ Ⅸ 砂 岩 ((335) 1 35 (194) 接合資料⑮ 欠損あり 折れ面接合

石核 区 Ⅸ 砂岩 290.0 接合資料⑮

景1片 Cl区 Ⅸ 砂 岩 19 接合資料⑮

剥 片 Cl区 Ⅶ 砂 岩 接合資料⑮

剥片 Cl区 Ⅸ 砂岩 505 2900 接合資料⑮

剥 片 Cl区 Ⅸ 砂 岩 535 1095 接合資料⑮

剥 片 Cl区 Ⅶ 砂岩 (2.45) 17 (125) 接合資料⑮ 欠損あり

剥 片 Cl区 Ⅸ 砂岩 接合資料⑮ 358

剥片 Cl区 Ⅸ 砂岩 5.55 接合資料⑮

剥 片 Cl区 Ⅶ 砂 岩 275 接合資料⑮ 欠損あり

烈1片 C2区 Ⅶ 砂岩 (12.9) 接合資料⑮ 欠損あり

烈l片 C 区 Ⅸ 砂岩 4 接合資料⑮

剥 片 C 区 Ⅸ 砂岩 (20.8) 接合資料⑮ 欠損あり

剥 片 C 区 Vll・ EK 砂 岩 (745) (766) 接合資料⑮ 欠損あり 折れ面接合

剥 片 C 区 Ⅸ 砂 岩 5.15 675 接合資料⑮

予1片 C 区 Ⅸ 頁岩 (57) (3.9) 8 (342) 接合資料⑩ 欠損あり

剥 片 C 区 Ⅸ 頁岩 (611) 接合資料⑩ 欠損あり

剥 片 C 区 Ⅸ 頁岩 (5.15) (779) 接合資料⑩ 欠損あり

景1片 C 区 Ⅸ 流紋岩 (850) 接合資料⑭ 欠損あり

景1片 C 区 Ⅸ 流紋岩 接合資料⑭ 229

剥片 B2区 Ⅸ 砂 岩 接合資料⑬

剥 片 B2区 Ⅸ 砂 岩 405 接合資料⑬

剥 片 C 区 Ⅸ 砂岩 1338 7 接合資料⑩

剥 片 C 区 Ⅸ 砂 岩 接合資料⑩ 476

剥片 C 区 Ⅸ 砂岩 104.3 接合資料⑩ 477

剥片 区 Ⅸ 砂岩 (22) l 接合資料⑩ 欠損あり

剥片 区 Ⅸ 砂 岩 (6_15) (247) 接合資料⑩ 欠損あり

石 核 区 Ⅸ 砂 岩 595 371 3 接合資料⑩と同母岩か

剥 片 区 Ⅶ 砂 岩 (28) (57) 接合資料④ 欠損あり

剥 片 区 Ⅸ 砂 岩 (659) 3 接合資料④ 欠損あり
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第4表 旧石器時代の石器計測表③
報告書
No 器種 出土地点 層位 石材

法量 (cm) 重 量

(g)
備考 実測 No`

大 幅 最 大 厚

石核 Cl・ C2区 Ⅸ 砂岩 (964) 接合資料④ 欠損あり折れ面接合

剥 片 C 区 Ⅸ 砂岩 (35) 075 (95) 接合資料④ 欠損あり

剥片 C 区 Ⅶ 砂岩 (31) (110) 接合資料④ 欠損あり

烈l片 C 区 Ⅷ 砂岩 (365) (392) (124) 接合資料④ 欠損あり

剥片 C 区 Ⅸ 砂岩 595 754 接合資料④

剥片 C 区 Ⅸ 砂岩 接合資料④

剥片 C 区 Ⅸ 砂岩 162.9 接合資料④

剥片 C 区 Ⅸ 砂岩 100.3 接合資料④

剥 片 C 区 Ⅸ 砂岩 (138) 接合資料② 欠損あり折れ面接合

剥 片 C 区 Ⅸ 砂 岩 接合資料②

剥 片 C 区 Ⅸ 砂岩 接合資料④

石 核 C 区 Ⅸ 砂 岩 795 560.0 接合資料④ 326

石 核 C 区 Ⅸ 砂 岩 250.0 接合資料④

剥 片 C 区 Ⅸ 流紋岩 125 接合資料②

剥 片 C2区 Ⅸ 流紋岩 52.7 接合資料②

剥 片 C 区 Ⅸ 砂 岩 接合資料④ 1323

剥 片 C 区 Ⅸ 砂 岩 接合資料④

剥l片 C 区 Ⅸ 砂岩 接合資料④

石 核 C 区 Ⅸ 砂 岩 210.0 接合資料④

石 核 C 区 Ⅸ 砂 岩 H85 940.0 接合資料④

剥片 C 区 Ⅸ 砂 岩 (665) (44.6) 接合資料④ 欠損あり

剥片 C 区 Ⅸ 砂 岩 (565) (37.4) 接合資料④ 欠損あり

剥 片 C 区 Ⅸ 砂 岩 250.0 接合資料②

石核 C 区 Ⅸ 砂 岩 12.55 890.0 接合資料②

剥 片 C 区 Ⅸ 砂 岩 (66.6) 接合資料④ 欠損あり

剥 片 C 区 Ⅸ 砂 岩 (51.1) 接合資料④ 欠損あり 220

剥片 C 区 Ⅸ 砂岩 (71) (345) (23.9) 接合資料④ 欠損あり

剥片 C 区 Ⅸ 砂岩 (61.6) 接合資料④ 欠損あり

剥片 C 区 Ⅸ 砂 岩 接合資料⑩ 226

剥片 C2区 Ⅸ 砂 岩 (99) (526) 接合資料⑩ 欠損あり 227

石核 B2区 Ⅶ ホルンフェルス 接合資料①

剥片 B2区 Ⅵ ホルンフェルス (3.65) (2.1) 接合資料① 欠損あり

石核 B2区 Ⅷ ホルンフェルス 1290 接合資料①

剥片 B2区 Ⅶ ホルンフェルス (315) 接合資料① 欠損あり

石核 B2区 Ⅷ ホルンフェルス 6.75 スクレイパーに転用

敲石 B2区 Ⅷ 砂 岩 (490.0) 欠損あり

細石刃核 Bl区 Ⅵ 黒曜石(桑ノ木津留 12 065

細石刃核 区 Ⅶ 黒曜石(桑ノ木津留 1.25

細石刃核 区 Ⅶ 黒曜石(桑ノ木津留

細石刃核 区 Ⅶ 黒曜石 (桑 ノ木津留

細石 刃核 区 V 黒曜石 (桑 ノ木津留 |

細石刃核 区 Ⅵ 頁 岩 085

打面作業再生剥片 (細石刃) 区 Ⅶ 黒曜石(船 引OX群 ) 15 11

作業 面再生剥 片 (細 石 刃 ) 区 Ⅶ 頁岩

細石刃核 区 Ⅶ 黒曜石(桑 ノ木津留 17

細石刃核 A 区 Ⅶ 黒曜石(桑ノ木津留

細石刃 区 Ⅶ 黒曜石(桑ノ木津留| 12 <0.1

細石 刃 区 Ⅵ 黒曜石(桑ノ木津留| <0.1

細石刃核 C 区 V 黒曜石(桑ノ木津留

石斧未製品 A2区 Ⅷ 頁 岩 12.6 1199

石斧未製品 B2区 Ⅶ 頁 岩
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第Ⅲ章 縄文時代の調査

第 1節 遺構

アカホヤ火山灰層下位、霧島小林軽石層上位において、ほぼ調査区の全面より縄文時代に該当する遺構が検

出された。検出された遺構は、集石遺構31基、土坑20基である。検出された遺構の位置関係は、第51図 に示す

とおりである。また、各遺構から出土した遺物については第 5・ 6表及び第61図 を参照して欲 しい。以下、各

遺構について詳述する。

1.集石遺構

集石遺構はV～Ⅶ層において検出されたが、調査区の約半分はアカホヤ火山灰層が既に削平された状況であ

り、今回の調査における検出面は本来の検出面と一致しない可能性が高い。また、調査区では焼礫が計7,803′点

出土している。その分布は集石遺構の分布と有機的な関係を示すため、今回出土した焼礫の多くが、本来集石

遺構の構成礫であった可能性が高い。焼礫や集石遺構の構成礫の石材はほぼ砂岩であった。

第 5表 縄文時代集石遺構観察表

上部礫 底 石 掘込み

遺構番号 礫分布範囲

<長軸 X短軸 > 総礫数

(個 )

総重fl

(kg)

礫 1個 あたりの

量量

(kg)

有 無
総礫数

(個 )

総量量
(kg)

礫 1個 あたりの

重量

(kg)

有 無 断面形態

堀 込み 範 囲

く長軸 ×短軸 >
(m)

飛
ｍ

出土遺物 備考

1号集石 皿状

2号集石 征
¨

有 ボウル状

け 集 石 毎
¨

ll状

4号集石 有 ボウル状

5号集石 任
〔

皿状 塞 ノ神 式 ?2点

6摯集石 征
¨

皿状 剥片 L颯

7号集石 有 ボウル状

8号集石 征
¨

ll状

9号集石 ボウル状 下剥峯式 1点

摯集石 征
〔

皿 状 一部 調 査 区外

号集石 無
¨

ボウル状 破石 1点 2Jltの 切り合い

号集石 鉦
¨

皿状

ボウル状

皿 状

号集不 ボウル状

号集石 有 ボウル状 石核 1,点

皿 状 剥 片 1点

号集石 皿状 肢石3点

20号 集石 征
¨

皿 状 瀾lノキ2.点

21号 集 石 IIll状

2"集 石 征
¨

皿状 剥片 1点

23号 集石 征
¨

ll状 剥 片 1点

24号集石 ボウル状 gll文 施文上器 1点

2時集石 銀
¨

glt状

26号集 石 毎
一

al状 剥片2点

27号集石 毎
¨

ボウル状 破石 1点 、剥片2.点

28号集石 ボウル 状 塞 ノ神 式 ?1点 、台石 L点 、敲 石 2点

29号集石 皿状

30,集石 征
（

有 皿状

31号集石 有 有 皿 状 旺石のみ検‖1か

第 6表 縄文時代土坑観察表

番号
遺構の形態 規模 (m)

出土遺物 備考

平面形態 床面形態 長軸 短 軸 深 さ

不 盤 楠 円形 平坦

2号上坑 不整桁円形 椀 状

3号土坑 不整円形 椀 状

4サ土坑 不整桐円形

5号土坑 不lL円形 椀 状

6サ上坑 不整相円形 剥り11点

7号上坑 不整相円形 椀 状 剥 丼3点

8号 土坑 不IIBll円形 椀状 上面より炭化物出上

9F7上 坑 /1N整 円形 椀 状

10号上坑 不整円形 椀状

H号上坑 不整楕円形

2号上坑 不整形 複数基の UJり 合し

13号土坑 不整桁円形 平 lH

14 FJ土坑 不整ll円 形 無 文 土器 2点 、剥 片2点

15号上坑 不整41円 形 椀状 無文土器 1点

6号 上坑 不整ll円形 一方向に向かい傾斜

17号上坑 不整楕円形 椀 状 無文上器9点

18号上坑 不整楕円形 平 坦

19号土坑 不整 4●円形 平 lll

20号 J二 坑 不 整 形 無文土器4点 、剥片9点 複数基の UJり 合ヽ
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辛
〓
．０ 10号集石

0
29号 集石

lD

18号集石
    l‐ 、 1)

17号集石 16号集石

Q
30号 集石

0
23与 集石

'0111:|
||ヽ IJ ll

♂‐籠集石

げtti C)
19号集石

0
|だ 号集石

1号埋納遺構     ,■ ||

。 ∫:集石∫2集さ
||■ t ll

ⅢI■ 11

lf習集石

14号集石

10=+11   0
8号集石

■ヽ■■

にぼ 1[卜
石

○
フ号集石 PI1l t

O
l` tlt 3号集石

石
2号集石

〔_´l
6号

第51図  縄文時代遺構配置図及び礫分布図 (S=1/300)
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凛
≒

　

一

L・4960m

L=495い

黒褐色シルト質ローム(10YR2/3)

しまり良し。01cm以下の褐色ブロッ

クを少量含む。

黒色シルト質ローム(10YR2/1)し ま

り良し。

《2号集石》

L●960m

十

・

キ

一

L・4950m

＼

L=4920m

L・494師

第52図 集石遺構実測図① (S=1/30)

《5号集石》

《1号集石》

《9号集石》

《7号集石》

《3号集石》 《8号集石》

《4号集石》

《6号集石》
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ギ

／

　

　

一

《17号集石》

《14号集石》

第53図 集石遺構実測図② (S=1/30)

肝 「∵
0¬

《10号集石》

p贖攀しを又

《18号集石》

《13号集石》
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L・495鏑

L=492師

L=4910mA′

暗褐色ローム(10YR3/3)し まり良し。白色粒を少量含む。黄色粒を微畳含む。
黒褐色ローム(10YR2/2)し まり悪し。05cln以下の褐色プロックを少量含む。

黒褐色ローム(10YR2/3)し まり良し。白色粒を含む。黄色粒を微量含む。

《24号集石》

第54図 集石遺構実測図③ (S=1/30)

L=4930m

//////////´

暗褐色ローム(7 5YR3/3)し まり良し。

微量含む。

黒褐色ローム(10YR3/2)し まり良し。

黄色粒を微量含む。

《27号集石》

L=4920m

白色粒、黄色粒を

自色粒を少量含む。

ｒ・、ｏ
一いビリ∞
ヽ

《20号集石》

《15号集石》 《19号集石》

《23号集石》
《21号集石》

《22号集石》
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なお、集石遺構の法量等は第 5表に記した。本調査区で検出された集石遺構は全て掘 り込みを有する。掘 り

込みの断面形態はいずれも皿1大 もしくはボウル状であり、V字状を呈するタイプのものは検出されていない。

また、各集石遺構に充填された礫の総数は、削平の影響により本来存在したものより少なくなっている可能性

力海葛い。

検出された集石遺構は、底石の有無により分類が可能である。各集石遺構の情報については第 5表に譲り、

ここでは底石を有する集石遺構及び、その他特徴的な集石遺構について詳述していく。

①底石を有する集石遺構

底石を有する集石遺構は、4・ 7・ 17・ 31号集石遺構の計 4基が検出された。先述のとおり削平の影響もあ

るため単純には比較できないが、底石を有する集石遺構は底石をもたない集石遺構に比べ、上部礫の総数が比

較的多い傾向にある。

【4号集石遺構】 グリッドAl区に位置する。平面形態は不整円形、断面形態はボウル状を呈する。構成礫

には比較的大ぶりな亜角礫や角礫が多く用いられている。掘り込みの床面には長さ約30cmの 亜角礫が1個、そ

の周囲に長さ10cm前後の亜角礫が5個配置されていた。

【7号集石遺構】 グリッドAl区に位置する。平面形態は不整楕円形、断面形態はボウル状を呈する。掘り

込み床面は平坦ではなく、中央部にやや盛り上がりがみられる。構成礫には亜円礫や亜角礫が多く用いられる。

掘り込みの床面には長さ10～ 30cm程度の扁平な礫が、平坦面を揃えるようにして配置されていた。

【17号集石遺構】 グリッドCl区に位置する。平面形態は不整楕円形、断面形態はボウル状を呈する。構成

礫には亜円礫や亜角礫が多く用いられる。掘り込みの床面には長さ10～ 25cm程度の扁平な礫が、平坦面を揃え

るようにして酉己置されていた。

【31号集石遺構】 グリッドA2区に位置する。平面形態は不整円形、断面形態は皿状を呈する。掘り込み壁

面の傾斜に沿うように、扁平な礫が4個配置されていた。削平により上部礫が消失し、底石のみ残存している

状況ではないかと考えられる。

L=4910m

《26号集石》

〕議`  `樹根

等

L=4890m

第55図 集石遺構実測図④ (S=1/30)

L=4850m

L=4880m

唖

ヽヽ

／ L=4960m

《29号集石》

《28号集石》

《31号集石》

《25号集石》 《30号集石》
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②底石をもたない集石遺構

底石をもたない集石遺構は、先述の4・ 7・ 17・ 31号集石遺構を除く

計27基が検出された。ここでは、底石をもたない集石遺構のうち9・ 12・

24号集石遺構について報告する。

【9号集石遺構】 グリッドA2区に位置する。平面形態は不整円形、断

面形態はボウル状を呈する。構成礫には亜円礫や亜角礫が多く用いられる。

第51図 をみると9号集石遺構の周囲では多くの焼礫が出土している。こ

れは遺構の認定が遅くなったことが要因と考えられる。そのため、もっと

上面で検出できた可能性が高い。なお、本遺構では下剥峯式土器の胴部片

が1点出土している。

【12号集石遺構】 グリッドA2区に位置する。平面形態は不整楕円形、

断面形態はボウル状を呈する。構成礫には亜円礫や亜角礫が多く用いられ

る。検出時や土層断面観察時では

判断できなかったが、礫の充填状

況及びその傾きから本遺構は 2基
の集石遺構の切 り合いである可能

性が高い。おそらく、本遺構中央

の深い掘 り込みが北側の浅い掘 り

込みを切っているのであろう。

【24号集石遺構】 グリッドB2
区に位置する。平面形態は不整円

形、断面形態はボウル状を呈する。

本遺構は、礫の出土状況から土坑

埋没途中で北側から礫を廃棄 した

状況が想定される。

L=4930m

し=4930m

L=4930m
L=4930m

暗褐色ローム(10YR3/3)し まり

良し。白色粒を少量含む。黄色

粒を微量含む。

黒褐色ローム〈10YR3/1)し まり

良し。白色粒を多量含む。黄色

粒を微量含む。

《9号土坑》

暗褐色ローム(7 5YR3/3)し まり良し。白色粒、炭

化粒を少量含む。黄色パミスを微量含む。

黒褐色ローム(10YR3/2)し まり良し。白色粒を多

量含む。03cm以下の炭化物を含む。黄色粒を微量

含む。

《13号土坑》

第56図 土坑実測図① (S=1/30)

L・4930m

2

暗褐色シル ト質ローム(7 5YR3/3)し まり

やや良し。02cm以 下の褐色ブロック

(Ⅶ 層?)を 含む。

黒色シル ト質ローム(7 5YR2/1)し まり良

し。01cm以下の炭化物を少量含む。

《2号土坑》

//´
B

L=49堕 A

L=4910m
― B

黒褐色ローム(10YR3/2)し まり良し。白色粒

を微量含む。

黒褐色ローム(10YR2/2)し まり良し。白色粒

を含む。

黒褐色ローム(10YR2/2)し まり良し。白色粒

を多量含む。

《7号土坑》

L・4890m

《18号土坑》

0
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1 4920n,

L=4920m

t-49 20nl

オ
1 暗褐色ローム(10YR3/4)し まり良し。

2 暗褐色ローム(7 5YR3/3)し まり良し。

黄色粒を微量含む。

3 黒褐色ローム(7 5YR3/2)し まり良し。

黄色粒を微量含む。

《16号土坑》

白色粒、黄色粒を微量含む。

白色粒を少量含む。

自色粒を多量含む。

L=4920m

L=49 0Clm

L・4900m

L48 9KIIn
――B

暗褐色ローム(7 5YR3/3)し まり

良し。白色粒を少量含む。

黒褐色ローム(7 5YR3/2)し まり

良し。白色粒を少量含む。黄色

粒を微量含む。

黒褐色ローム(7 5YR3/1)し まり

良し。白色粒を多量含む。黄色

粒を微量含む。

《5号土坑》

黒褐色回―ム(10YR3/2)し まり良し。02cm以下のにぶい黄褐色ブロックを多量含む。

暗褐色回―ム(10YR3/3)し まり良し。02cm以下のにぶい黄褐色ブロックを少量含む。

黒褐色ローム(10YR3/2)し まり良し。白色粒を多量含む。黄色粒を少量含む。

黒褐色ローム(7 5YR3/2)し まり良し。白色粒を多量含む。黄色粒を含む。

粒

粒

色

色

自

白

黄色粒を少量含む。

黄色粒を微量含む。

《19号土坑》

第57図 土坑実測図② (S=1/30)

トレンチ

′
`′

,′

'

《3号土坑》
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A――

キ
―

A′

/8、
A――

A一一

５
∫
ト

L=4930%′

B―
L=48聖

B

暗褐色シル ト質ローム(10YR3/3)し ま

り良し。黄色粒を微量含む。

黒褐色ローム(7.5YR3/2)し まり良し。

黄色粒を微量含む。

黒褐色ローム(10YR3/1)し まり良し。

自色粒、炭化物を微量含む。

《17号土坑》

1 黒褐色ローム(7.5YR2/3)し まり良し。

少量、黄色粒を微量含む。

黒褐色ローム(7.5YR3/1)し まり良し。

多量、黄色粒を微量含む。

《10号 土坑》

L=4890m

L=4890m

暗褐色ローム(10YR3/3)し まり良し。

自色粒を微量含む。01cm以 下の炭化粒

を少量含む。

黒褐色ローム(10YR3/1)し まり良し。

自色粒を少量含む。08cm以下の炭化物

を多量含む。

《8号土坑》

白色粒を

自色粒を

。ヽ
引劇ｇｏ
∞寸”コ

L=4930m

当   万
L二4890m

L=4890m

暗褐色ローム(10YR3/3)し まり良し。

自色粒、黄色粒を微量含む。

黒褐色ローム(10YR3/2)し まり良し。

白色粒を少量、黄色粒を微量含む。

黒褐色ローム(10YR2/2)し まり良し。

自色粒を多量、黄色粒を微量含む。

《14号 土坑》

2

β面ヽ
"Д

1 暗褐色ローム(10YR3/4)し まり良し。自色粒、黄色粒を微量含む。
2.黒褐色ローム(10YR3/2)し まり良し。自色粒を多量含む。黄色粒を微量含む。

《12号 土坑》

第58図 土坑実測図③ (S=1/30)

L=4890m A

《1号土坑》
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iO10
/B′

L=4790m

L=4790m

暗褐色ローム(10YR3/4)し まり良し。

を少量含む。黄色粒を微量含む。

黒褐色ローム(10YR2/3)し まり良し。

黄色粒を微量含む。

黒褐色ローム(7 5YR2/2)し まり良し。

含む。黄色粒を少量含む。

《15号土坑》

A―一
L=4910m A′

L=4)1堕
B′

自色粒、小礫

白色粒を含む。

自色粒を多量

L=4860m

1 暗褐色ローム(7 5YR3/4)し まり良し。自色粒、黄色粒を少量含む。

2.黒褐色ローム(10YR2/2)し まり良し。自色粒、黄色粒を少量含む。

《6号土坑》

にぶい黄褐色シル ト質ローム(10YR4/3)し まり良し。

自色粒を微量含む。

暗褐色ローム(10YR3/3)し まり良し。自色粒を含む。

黒褐色ローム(10YR2/2)し まり良し。自色粒を多量含む。

黄色粒を微量含む。

土坑実測図④ (S=1/30)

《20号土坑》

《11号土坑》

第59図
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第60図  1号石器埋納遺構実測図及び出土遺物実測図 (S=1/5、 2/3)
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m

(9)

:・

7:H号 集石

8:27号集石

9。 13:28号集石

10:5号集石

m

(7・ 8)

「
~丁~T~¬「~「」

ll―
――――――-1lim

(10～ 18)

11:24号集石

12:9号集石

14～ 18:17号土坑

18

第61図  遺構内出土遺物実測図 (S=1/2、 1/4、 1/3)
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2.土坑

土坑はⅥ～Ⅶ層において検出されたが、集石遺構同様、今回の調査における検出面は本来の検出面と一致し
ない可能性が高い。検出された土坑は平面形態や断面・床面形態により大きく5つ に分類できる。以下、タイ

プ別に報告する。なお、遺構の規模については第6表を参照して欲しい。

①平面形態が不整楕円形で断面形態が皿状、床面形態が平坦であるタイプ

1・ 13・ 18号土坑が該当する。遺構の性格は不明である。

②平面形態カフく整円形 。不整楕円形で断面形態がボウル状、床面形態が椀状を呈するタイプ

2・ 3・ 5。 7・ 8。 9。 10。 11。 14・ 15。 17号土坑が該当する。 8号土坑は埋土上位で10cm前後の炭化

物がまとまって出土している。炉1大遺構の可能性も考えられたが、焼土が確認されなかったため断定するには

至らなかった。17号土坑では埋土中から無文土器が9点出土している。8号土坑以外の土坑の性格は不明であ
る。

C平面形態が不整楕円形で遺構の中央付近でくびれるタイプ

4・ 6・ 16号土坑が該当する。平面形態や床面形態の特徴は炉穴と類似する。しかし、焼土が確認されなかっ

たため断定するには至らなかった。

④平面形態が不整楕円形で断面形態が箱状を呈するタイプ

19号土坑が該当する。平面形態や断面形態、検出面から床面までの深さが0。73mと 深い点から陥し穴状遺構
と考えられるが、逆茂木痕が確認されなかったため断定するには至らなかった。

⑤平面形態が不整形で床面に凹凸があるタイプ

12・ 20号土坑が該当する。土層断面等で確認することはできなかったが、平面形態や断面形態から複数基の

切り合いである可能性が高いと思われる。12号土坑は切り合いのある炉穴に形態的特徴が類似するが、焼土が

確認されなかったため断定するには至らなかった。

3.石器埋納遺構

【1号石器埋納遺構】 グリッドB2区に位置する。Ⅵ層下位において検出された。石器が折り重なるように

計 6点がまとまって出土した。出土した石器の石材はいずれも頁岩であり、全て同一母岩と思われる。石器出
土範囲中央を立ち割り、土層断面を確認したが、掘り込みは確認されなった。しかし、石器がやや傾いた状況
で出土した点から浅い掘り込みを伴う可能性があると判断し、石器埋納遺構として報告する。

1・ 2はスクレイパーである。 1はやや幅広の縦長剥片素材とし、裏面に主要剥離面を大きく残す。両側縁
に刃部が形成される。2は横長剥片を素材とし、裏面に主要剥離面を大きく残す。両側縁に刃部が形成される。
3～ 6は剥片の一部に二次加工が施されているが、その意図が明瞭に読み取れないものである。いずれもやや

幅広の縦長剥片を素材とする。3は両側縁、4は両側縁及び上縁、5は _ヒ縁、6は右側縁及び上縁に二次加工
が施されている。

第 2節 包含層出土遺物

アカホヤ火山灰層下位、霧島小林軽石層上位の包含層 (V～ Ⅶ層)か ら縄文時代草創期～早期に該当する土

器や石器が出土した。出土点数は土器が575点、石器が981点である。

1.土器

アカホヤ火山灰層下位、霧島小林軽石層上位の包含層 (V～ Ⅶ層)か ら出土した土器は、無文土器508点、

押型文土器12点、縄文施文土器14点、前平式土器 ?1点、別府原式土器 ?1点、下剥峯式土器11点、桑ノ丸式
土器 1点、辻タイプ26点、塞ノ神式土器 1点である。なお、表土中から縄文時代後期に属する納屋向式土器が
1点出土しており、ここでまとめて報告する。出土した土器の分布状況は第62図 に示している。

無文土器 (19～35) 本調査区で最も出土数の多い土器が無文土器である。出土した無文土器を器壁の厚さや

調整技法の点から3タ イプに分類 した。

I類…器壁が薄手 (l cm未満)である。器面の最終調整はナデであるが指頭圧痕による凹凸を残すものが

多い。

Ⅱ類…器壁が厚手 (l cm以上)である。調整はナデである。

Ⅲ類…調整がミガキであるもの。内外面ともミガキのものと、内面のみミガキのものがある。器壁は比較
的厚手のものが多い。
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第62図 縄文土器出土状況分布図 (S=1/300)

・  0・」t 
｀

●…無文 I類
口…無文Π類
▲…無文Ⅲ類
●…下剰峯式
■…桑ノ丸式
▲…辻タイプ
●…押型文
▲…縄文施文
0…前平式
…別府原式

●…塞ノ神式
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I類は19～ 29が該当する。本調査区全体では総数375点出土している。19は 口縁部から胴部まで残存する。

ほぼ一箇所からまとまって出土した。口縁部は大きく外反する。日径は24.5cmで ある。20も 口縁部から胴部ま

で残存する。ほぼ一箇所からまとまって出土した。日縁部が直回する。粘土紐接合に伴う段を明瞭に残す。日

径は23.9cmである。21～27は口縁部片である。口縁部形態はやや外反するもの (21)と 直口するもの (22～ 27)

がある。28・ 29は胴部片である。いずれも粘土紐接合に伴う段および指頭圧痕を明瞭に残す。

Ⅱ類は30～33が該当する。本調査区全体では総数99点出土している。30～33はいずれも口縁部片であり、国

縁部形態は直口する。胎土に石英 。長石、輝石・角閃石を一定量含む資料が多い。

Ⅲ類は34。 35が該当する。本調査区全体では総数34点出土している。34は回縁部から胴部まで残存する。口

縁部形態はやや内湾ぎみである。日縁端部が舌状に尖る。調整は内外面ともミガキである。口径は復元径で

14.4cmで ある。35は 口縁部片である。口縁部形態は直口で、日縁端部を丸くおさめる。調整は外面がナデ、内

面がミガキと思われる。

押型文土器 (36～39) 36は 口縁部片である。外面及び口縁部内面に横位の楕円押型文を施す。器形は外傾す

る。胎土に繊維痕を確認できる。稲荷山式土器に該当する。37～39は外面に山形押型文が施される胴部片であ

評

る。37は器壁が l cm程度で、胎土に石英 。長石、輝石・

角閃石を一定量含む。38は器壁が0.6cm程度と薄く、胎

土に繊維痕を確認できる。39は器壁が1.5m程度と厚く、

胎土に自色粒 (軽石か ?)を多く含む。

縄文施文土器 (40～42) 40は 回縁部片である。外面

は縄文、内面は原体条痕の下に縄文が施される。41は

口縁部～胴部片である。日縁部がやや外反する。外面

及び口縁部内面には縄文が施される。42は胴部片である。

本調査区で出土した縄文施文の土器は全て、胎土や色調 。

調整等が類似するため、ほぼ同時期のものではないか

と思われる。また、日縁部内面に原体条痕をもつもの

や外反する口縁部があることから、早水台式土器～下

婆♪

D》

茫

《無文土器 19出 土状況》

D

L=4870m

タ

L=4870m

第63図 縄文土器実測図①及び無文土器出土状況実測図 (S=1/3、 1/10)

《無文土器20出土状況》
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菅生B式土器と関連性の高い土器と考えられる。

前平式土器 (43)43は前平式土器と思われる胴部片である。外面に貝殻条痕文、内面にケズリのような痕跡
を残す。

別府原式上器 (44) 
“

は別府原式土器と思われる胴部片である。外面に横位の貝殻条痕文、内面にミガキが

施される。中原式土器である可能
′Lも 否定できない。

下剥峯式土器 (45～48) 45はやや内湾気味の回縁部片である。外面に貝殻腹縁刺突文が施される。内面は一

部剥落しているため断定はできないが、おそらくミガキと思われる。46～侶は底部片である。いずれも外面に

貝殻腹縁刺突文 。ミガキ、内面にナデが施される。46の底径は復元径で19。Ocmである。
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第65図 縄文土器実測図③ (S=1/3)
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桑ノ丸式土器 (49) 49は月同部片である。外面に縦位の短い貝殻条痕文が施される。内面はミガキである。

辻タイプ (50～52) 50は回縁部から胴部まで残存する。口縁部は内湾する。口縁部外面に棒状工具による沈

線文、その下にハの字状の短沈線文が施される。内面はミガキである。口径は復元径で27.Ocmで ある。51は 口

縁部片である。50同様、口縁部は内湾し、口縁部外面に棒状工具による沈線文、その下にハの字状の短沈線文

が施される。内面はナデであろうか。磨耗が激しい。52は月同部片である。外面にハの字状の短沈線文と貝殻腹

縁刺突文が施される。内面はミガキである。

塞ノ神式土器 (53) 53は月同部片である。外面は沈線文で区画した中を縄文で充填している。内面はナデであ

る。

納屋向式土器 (54) 54は 口縁部に近い胴部片であろう。やや外反する。外面は2列の貝殻腹縁刺突文が施さ

れる。内面は貝殻条痕文である。

2.石器

縄文時代草創期～早期に該当すると思われる石器は総数981点出土している。ただし、縄文時代草創期～早

期の石器が出土したV～Ⅶ層中では細石刃 。細石刃核及び細石刃製作に関連する石器も出土しているため、こ

こで取り上げる石器の中に細石器文化期の遺物も混在している可能性が高い。しかし、分離することが困難で

あったため本項でまとめて報告する。なお、出土した石器の分布状況は第66・ 67図 に示している。

石鏃 (55～89) 剥片を素材とし、両面調整や半両面調整により鋭い先端部を作り出し、平面形がおおむね三

角形を呈するもの。欠損品も含め総数36点出土している。そのうち35点を図化した。使用石材は桑ノ木津留産

黒曜石 2点、姫島産黒曜石 2点、チヤート13点、安山岩 1点、砂岩 1点、頁岩13点、流紋岩 4点である。出土

した石鏃は平面形態や加工状況により以下のように分類できる。なお、この分類案は本遺跡における分類案で

ある。

I類 (55～60) …平基鏃または基部の扶りが浅い凹基鏃で、平面形は二等辺三角形状または正三角形状

を呈する。規模は長さ。幅ともに2 cm以下におさまる。また、厚みはやや厚く、分厚

い印象をうけるもの。秋成雅博氏の研究 (秋成2009)を 参考にすると、 I類は縄文時

代草創期に該当する可能性が高いと考えられる。総数 6点出土している。

(61・ 62) …基部の扶 りが浅い凹基鏃で、平面形は正三角形状を呈する。長さ 。幅ともに1.5cm以

下におさまるもの。総数 2点出土している。

(63・ 64) …基部の袂 りが浅い凹基鏃で、平面形は二等辺三角形状を呈する。長さが2.Ocm未 満の

もの。総数 2点出土している。

(65～67) …基部の扶 りが浅い凹基鏃で、平面形は二等辺三角形状を呈する。長さが2.Ocm以 上の

もの。総数 3点出土している。

(68～71) …平基鏃または基部の扶 りが浅い凹基鏃で、両面の加工が周縁部のみにとどまり、素材

剥片の形状を大きく残すもの。総数 4点出土している。68は槍先形尖頭器の先端部の

可能1生 もある。

Ⅵ類 (72) …基部の扶 りが浅い凹基鏃で、平面形は二等辺三角形状を呈する。Ⅲ類との違いは、Ⅲ

類は長さが幅より長いのに対し、Ⅵ類は長さより幅が長い点である。総数 1点出土し

ている。

Ⅶ類 (73・ 74) …基部の扶 りが浅い凹基鏃で、平面形は正三角形状を呈する。中央付近でくびれ、先端

部に至るもの。総数 2′点出土している。

Ⅷ類 (75～79) …基部の扶 りが浅い凹基鏃で、局部磨製を施すもの。また、鋸歯状の刃縁をもつことも

特徴である。総数 5点出土している。76は節理面で一部剥離しており、局部磨製の有

無について確認ができない。しかし、平面形態及び石材が局部磨製を施す他の石器と

Ⅸ類 (80)

類似することからⅧ類にまとめて報告する。

…基部の扶りが浅い凹基鏃で、刃縁が鋸歯状を呈するもの。なお、局部磨製を施すもの

は除く。総数 1点出土している。

X類 (81・ 82) …特徴的な袂 り。脚部を呈するもの。いわゆる鍬形鏃に該当する。総数 2′点出土してい

る。

欠損品 (83～89)¨・欠損品のうち、上記の分類にあてはめることができないものが総数 8点出土している。

石鏃未製品 (90～ 106) 剥片を素材とし、石鏃とほぼ同規模で両面調整や半両面調整により平面形が三角形

状もしくは楕円形状を呈するもの。石鏃と比較し、先端部が鈍いものや全体が分厚いもの、加工が未熟なもの

Ⅱ類

Ⅲ類

Ⅳ類

V類
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第66図 縄文時代草創期～早期遺物包含層出土主要石器分布図 【器種別】 (S=1/300)
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第67図 縄文時代早創期～早期遺物包含層出土石器分布図 【石材別】 (S=1/300)
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接合資料⑫

(126)

第70図 縄文時代石器実測図③

を分類 した。総数18点 (撹乱坑より出土 した

1点 も含む)出土 している。そのうち17点 を

図化した。使用石材はチヤート6点、砂岩 1点、

頁岩 7点、流紋岩 4点である。105。 106は 石

材や鋸歯状の刃縁をもつ点で石鏃Ⅷ類 (局部磨

製石鏃)に類似する。そのため、石鏃Ⅷ類の未

製品の可能性がある。

尖頭状石器 (107～ 109) 剥片を素材とし、

両面調整や半両面調整により鈍い先端部と扶 り

のない基部をもつもの。石鏃より規模が大きい。

総数 5点 (う ち2点は折れ面で接合する)出土

している。そのうち3点を図化した。使用石材

はチヤート3点、頁岩 1点、流紋岩 1点である。

107は研磨された可能性がある。

尖頭器 (110～ 113) 剥片を素材とし、両面

調整や半両面調整により先端部を作 り出すもの

で、平面形が柳葉形を想定させるものを尖頭器

として分類した。総数 4`点 出土している。使用

石材はチヤート1点、頁岩 1点、流紋岩 2点で

ある。111は局部磨製尖頭器である。

m

-73-

(S=2/3)



m

第71図 縄文時代石器実測図④ (S=2/3)
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石錐 (114～ 120) 剥片を素材とし、両面調整や半両面調整もしくは

素材剥片の一部に調整を施すことにより、先端部 (錐部)を作 り出した

もの。総数8点出土している。そのうち7点を図化した。使用石材はチヤー

ト4点、砂岩 1点、流紋岩 3点である。平面形態が三角形状のもの (114

～117)と 五角形 1大のもの (118～ 120)がある。

スクレイパー (121～ 129) 剥片を素材とし、縁辺に連続的な調整を

施すことで刃部を作 り出したもの。総数20点 (う ち2点は折れ面で接

合する)出土 している。そのうち折れ面で接合する2点 を含む計10点

を図化した。使用石材はチヤート3点、砂岩 3点、頁岩 3点、粘板岩 1

点、流紋岩 8点、ホルンフェルス 2点である。126は折れ面で接合する

資料である。図面中において下にある石器は折れた後も刃部調整を続け

たことが窺える。127・ 128は背面に自然面をもつ大型の剥片を素材と

したスクレイパーであるが、宮崎県内の旧石器時代石器群を10段階に

区分した編年案 (宮崎県旧石器文化談話会2005)の 第 5・ 6期に特徴

的なスクレイパーに類似する。Ⅷ層が薄い地点からの出土であり、旧石

器時代の混入品である可能性も否定できないだろう。

二次加工ある剥片 (130) 剥片を素材とし、その一部に二次加工が施

されるが加工の意図が明瞭に読み取れないものを分類 した。総数28点

出土している。そのうち 1点を図化した。使用石材は桑ノ木津留産黒曜

石 1点、鹿児島県産黒曜石 3点、チヤート11点、砂岩 2点、頁岩 8点、

流紋岩 3点である。

第73図 縄文時代石器実測図⑥ (S=1/4)
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第74図 縄文時代石器実測図⑦
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敲石 (131～ 133) 礫を素材とし、その一端 。両端および平坦面に敲打の結果と考えられる割れや敲打痕、く

ぼみをもつものを分類した。総数10点出土している。そのうち3点を図化した。使用石材は全て砂岩である。

台石 (1340135) 大型の礫を素材とし、その平坦面に敲打の結果と考えられる割れや敲打痕が認められるも

のを分類した。総数 5点出土している。そのうち2点 を図化した。使用石材は全て砂岩である。134は両端に

敲打痕があることから敲石としても使用されたものと考えられる。

石皿 (136) 大型の礫を素材とし、その平坦面に平滑な面やくぼんだ滑らかな面をもつものを分類した。総

数2点出土している。そのうち1点を図化した。使用石材は全て砂岩である。

磨石 (137・ 138) 円礫の平らな面の片面もしくは両面に平滑な面をもつものを分類した。総数4点出土して

いる。そのうち2点を図化した。使用石材は砂岩2点、尾鈴山酸性岩2点である。137は磨石として使用した後、

敲石に転用している。

石核 (139・ 1和) 礫または剥片を素材とするが形態を整えるためとは見なし難いネガテイブな剥離面をもつ

もの。総数55点 (う ち23点は折れ面や節理面で接合する)出土している。そのうち2点を図化した。使用石材

は桑ノ木津留産黒曜石4点、チャート7点、砂岩11点、頁岩21点、流紋岩10点、ホルンフェルス3点である。

1“は礫器の可能性もある。

砕片・剥片 (141・ 142) 二次加工が施されない砕片 。剥片をまとめた。総数786点 (う ち31′点は折れ面や節

理面で接合する)出土している。そのうち2点を図化した。使用石材は桑ノ木津留産黒曜石63点、鹿児島県産

黒曜石56点、西北九州産黒曜石 2点、チャート170点、安山岩4点、砂岩126点 、頁岩191点、粘板岩30点、流

紋岩118点、ホルンフェルス24点、尾鈴山酸′性岩2点である。141・ 142は尾鈴山酸′性岩製の剥片である。

接合資料① (143・ 144) 砂岩製で剥片 1`点・石核 1′点が接合する。143→数枚の剥片剥離→144(残核)と い

う作業工程が復元される。

接合資料⑭ (1450146) 砂岩製で剥片 2′点が接合する。145→打面を90°回転→数枚の剥片剥離→146と いう

作業工程が復元される。

接合資料① (147～ 151) 砂岩製で剥片4点 。石核 1点が接合する。147(節理面で剥離)→ 149→打角を90°

傾ける→数枚の剥片剥離→150-数枚の剥片剥離→151→ 148(残核)と いう作業工程が復元される。149は打面

調整剥片であろう。

接合資料① (152～ 158) 砂岩製で剥片 6`点 。石核 1′点が接合する。156・ 153→ 1枚の剥片剥離→158・ 157・

154→打面を変え、155を剥離→数枚の剥片剥離→152(残核)と いう作業工程が復元される。154。 157は 1枚

の剥片として剥離された後、さらに加撃され分害Jさ れる。

接合資料① (159・ 160) 砂岩製で剥片1点 。石核 1点が接合する。160-数枚の剥離→159(残核)と いう作

業工程が復元される。159の縁辺の一部に連続的な調整を行っているが、加工の意図を明瞭に読み取れなかった。

接合資料① (161～ 164) 頁岩製で剥片4点が接合する。164→ 163・ 162→ 161と いう作業工程が復元される。

接合資料① (165・ 166)砂岩製で剥片2点が接合する。165→ 166と いう作業工程が復元される。

接合資料⑩ (167・ 168) 砂岩製で剥片 1点・石核 1点が接合する。168→ 167と いう作業工程が復元される。

167は剥片として剥離された後、石核に転用される。

接合資料① (169・ 170) チャート製で剥片 1点・石核 1点が接合する。170-169(残 核)と いう作業工程が

復元される。

接合資料⑫ (171～ 173) チャート製で剥片 3点が接合する。173→数枚の剥片剥離→171→ 172と いう作業工

程が復元される。

接合資料④ (1740175) チャート製で剥片 1点・石核 1点が接合する。174→数枚の剥片剥離→175(残核)

という作業工程が復元される。

接合資料④ (176～ 180) 流紋岩製で剥片4点・石核 1点が接合する。176→数枚の剥片剥離後、打面を頻繁

に変えながら178→ 180-177と 剥離する。残った石核が179である。

接合資料① (181・ 182)砂岩製で剥片 1′点。石核 1′点が接合する。181→数枚の剥片剥離→182(残核)と い

う作業工程が復元される。

接合資料④ (183～ 187) 頁岩製で剥片4点・石核 1点が接合する。打面を頻繁に変えながら183～ 186の 4枚     |
の剥片力縁J離される。残った石核が187である。

接合資料① (188～ 190) 砂岩製で剥片 1点・石核2点が接合する。剥離した剥片をさらに加撃し、剥片剥離

を行った資料である。礫面を打面とし、189。 190-188(残核)と いう作業工程が復元される。その後、189→     |
190(残核)と いう作業工程が行われる。190の一側縁には連続的な調整を行っている。

接合資料① (191～ 193) 砂岩製で剥片 2′点・石核 1′点が接合する。192・ 193→数枚の剥片剥離→191(残核)
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という作業工程が復元される。191は剥離面に敲打痕があることから、敲石に転用されたことが窺える。なお、

敲打痕は正面 。裏面 。右側面の自然面でも確認できる。

接合資料④ (1940195) ホルンフェルス製で剥片 1点 。石核 1点が接合する。194→ 195と いう作業工程が復
元される。2点 とも自然面を大きく残す資料であることから、礫面を除去するための初期段階の剥片剥離工程
を示す資料と考えられる。195は剥片として剥離された後、石核に転用される。

接合資料⑩ (196～200) 流紋岩製で剥片 5点が接合する。199→打面を90°回転→196→打角を90°傾ける→

200-197と いう作業工程が復元される。198は 196剥離後、作出された剥片である。 5点すべて自然面を大きく

残す資料であることから、礫面を除去するための初期段階の剥片剥離工程を示す資料と考えられる。

接合資料① (201・ 202)砂岩製で剥片 2′点が接合する。201→数枚の剥片剥離→202と いう作業工程が復元さ
れる。202は縁辺の一部に連続的な調整を行つているが、加工の意図を明瞭に読み取れなかった。

3.縄文時代草創期～早期遺物包含層における分布状況

本調査区において縄文時代草創期～早期の遺物包含層から出土した土器は無文土器が中心となっている。ま
た、無文土器に加え早期中葉の土器 (下剥峯式土器・辻タイプ。押型文土器・縄文施文の土器)も 一定量みら
れた。これら一定量以上みられた土器の分布 (第62図 )をみてみると、無文土器が調査区東側 (BloCl。
C2区 )、 早期中葉の土器が調査区の北西側 (A2・ A3・ B2区 )を 中心に分布していることが分かる。さ
らに、無文土器の分布を本報告書の分類に沿ってみてみると、無文土器I類は調査区東側 (BloCloC2
区)全域で出土しているが、無文土器Ⅱ類はC2区、無文土器Ⅲ類はBl区 を中心に出土しており、分布に偏
りがあることがわかる。

次に石器の分布についてみていきたい。縄文時代草創期～早期の遺物包含層中からは、石鏃が一定量出土し
たが、他の器種は分布の傾向力澪売み取れるほど出土していない。また、一定量出土している石鏃もバリエーショ
ンがあり、石鏃をひとまとめにして分布をみていくことは有意義ではないと考えられる。なお、石材の分布状

況 (第67図 )から、鹿児島県産黒曜石の分布が無文土器Ⅲ類の分布と重なる傾向が窺えた。

【第Ⅲ章 引用・参考文献】

秋成雅博 2009 「第Ⅵ章 まとめ」『清武上猪ノ原遺跡-2-』 清武町埋蔵文化財調査報告書第26集 清武町教育委員会

宮崎県旧石器文化談話会 2005 「宮崎県下の旧石器時代遺跡概観」『旧石器考古学』66 旧石器文化談話会

接合資料①

(143・  144)

第75図 縄文時代石器実測図③ (S=2/3)
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第77図 縄文時代石器実測図⑩ (S=2/3)
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第85図 縄文時代石器実測図⑬ (S=2/3)
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第 7表 縄文土器観察表

絡
書Ｎ。

器租 残存部位 出土地 点 層 位

色調 文様及び調整 胎 土

備 考
実

Ｎ外 面 内 面 外 面 内 面
石英・

長石

輝石・

角閃石

金色の

雲母

白色C
砂粒

砂粒・1ヽ 礫

深斜 5場 集石
にぶい黄褐

(10YR5/3)
灰 白 (10YR7/1)

ナデ・沈線文・貝

殻条痕文
ケズリ △ △ □4mn以 下

深剣
24サ 集石・A2

Bl・ C21X

V～
Ⅶ

に
`二

い1場 (7 5YR5/3) りl褐灰 (5YR7/1) 縄 文 ケズリ? ○ ○ △ △ 3ШШ以 下

深剣 9サ集石 にぶい褐 (7 5YR5/3) 掲灰 (5YR6/1) 貝殻束1突文 ミガキ △ △ △ ○ △ 1 5mm以 下

深釧 胴 部 28号集不 灰黄褐(10YR5/2) り1褐灰 (5YR7/1) 沈線文・ナデ ケズリ・ナテ □ △ △ △7 5mm以 下

深 斜 17号Jl坑・B llX Ⅵ 褐灰 (10YR6/1) 灰 褐 (75ヽ
′R4/2) 指オサエ後ナデ 指オサエ後ナデ □ □ imm以 下

外 llliス ス

付着

深 針 17号土坑 灰褐(7 5YR4/2) 褐灰 (5YR6/1) 指オサエ後ナデ ナデ ?(際滅 ) □ □ lmm以 下
外 llliス ス

付若

深 針 口縁部～ll掏 7'ナ :11ザ [・ :3‖ g Ⅶ 灰 褐(7 5YR4/2) 褐灰 (10YR6/1) 指オサエ後ナデ 指オサエ後ナデ □ □ lmm以
~ド 外 lrllス ス

付着

深鉢 口縁部～月n枷 17号土坑 灰黄褐(10YR5/2) 褐灰 (10YR6/1) 指オサエ後ナデ 指オサエ後ナデ □ □ l mnl以 下

深 針 回線部～月同枷 17号上坑 褐灰 (7 5YR4/1) 褐灰 (7 5YR4/1) 指オサエ 指オサエ □ □ i null以 下

深 研 回線部～月同¬ B卜 Cl区 灰 褐 (7 5YR5/2) 灰褐 (7 5YR5/2) 指オサエ後ナデ 指オサエ後ナデ □ □ I null以 下

深 針 日縁部～月同枷 Ⅶ り1掲灰 (5YR7/2) り〕褐灰 (7 5YR7/1) 指オサエ後ナデ
指オサエ後ナデ・
ナデ

□ □ i nlll以 下

深針 日級 部 ～胴 枷 Ⅶ 灰 黄褐 (10YR5/2) 褐灰 (10YR6/1) 指オサエ後ナデ 指オサエ □ □ l lllln以 下

深 斜 口縁日∫～胴潮 Ⅶ にぶい褐 (7 5YR5/3) にぶい褐 (7 5YR5/3) ナ デ ナ デ □ □ i nun以 下

深鉢 回線部 Ⅶ 灰 褐 (75R5/2) 灰 黄褐 (10R5/2) 指オサエ後ナデ 指オサエ □ □i nul以 下

深 鉢 日練 部 ～月同‖ Ⅶ りl赤灰 (5R7/1) りJ赤灰(5R7/1) 指オサエ後ナデ 指オサエ後ナデ □ □ Imm以
~ト 外 lfliス ス

付着

深鉢 田縁部～l川 Ⅶ に■ミい褐(7 5YR5/3) 灰 褐 (7 5YR4/2) 指オサエ後ナデ 指オサエ後ナデ □ □ lmm以 下
外面スス

付着

深釧 口縁部～胴剖 Ⅶ 灰 褐 (7 5YR4/2) 掲灰 (7 5YR6/1) ナ デ ナ デ □ □ l llull以 下

深斜 日縁部～ll l‖ Ⅶ 褐灰 (10YR6/1) 灰 黄褐 (10YR5/2) 指オサエ後ナデ 指オサエ後ナデ □ △ 2null以 下

深斜 Ⅶ 暗灰黄 (25Y4/2) 灰黄褐 (10YR5/2) 指オサエ後ナデ 指オサエ後ナデ □ □ i nlln以 下
ノl lrliス ス
付着

深斜 ll l部 Ⅶ 灰黄褐(10YR6/3)
にぶい黄橙
(10ヽ

′
IR7/2)

指オサエ後ナデ ナデ?(摩 滅) □ □ l uull以 下
外面スス

付着

深創 日縁部～胴詢 灰 黄褐 (10YR5/2) 灰 白 (10YR7/1) ナ デ ナ デ ○ ○ △ △ i null以 下

深釧 日縁部～胴詢 Vl・ Ⅷ
にぶい黄褐
(10YR5/3)

灰 |≡1(1 0YIR7/1) ナデ ナ デ □ ○ △

深斜 日縁部～胴劇 VI・ Ⅶ 黄灰 (25Y5/1) 灰 白 (10YR7/1) ナデ ナ デ □ □ □

深釧 日縁部～胴H Ⅶ 灰黄褐(10YR5/2) 灰 白 (10YR7/1) ナデ ナ デ ○ ○ □

深鋼 日縁部～胴珈 Ⅵ・Ⅶ 灰 褐 (5YR6/2) 灰 褐 (7 5YR6/2) ミガキ ケズリ後ミガキ □ □l llun以 下

深 創 灰 褐 〈7 5YR6/2)
にぶ い 黄 褐

(10ヽ
/1R5/3) ナデ ? ミガキ □ □ l llull以 下

深創 日縁部～胴‖ A2区 灰赤 (2 5YR6/2) 灰 褐 (5YR6/2) 桁 円周1型 文
情 円IP型文・ナ

△ □ △ □2 5mm以 下
n・i上 に繊

維痕

深斜 にぶい褐 (7 5YR6/4) り1褐灰 (7 5YR7/2) ロリ杉ll‖ 11文 ナ デ ○ ○ △ 3mm以 下

深釧 B21X
にぶい赤褐(5

YR4/3)
明褐灰 (7 5YR7/1) lll形 夕階望文 ナ デ △ △ △4mm以 下

月台二Lに制城

維痕

深釧 胴 部 C2区 Ⅶ
にぶい黄褐
(10YR5/3)

″く白(10YR7/1) 山形押型文 ナデ △ △ ○ △ 5mm以 下

深鋼 回線部 1311g Ⅶ 灰 褐 (7 5YR4/2) 灰 |ヨ (N7/0) 縄 文 原 体条痕 、縄 文 △ △ △ 1 5oull以 下

傑斜 Ⅵ 褐灰 (7 5YR4/1) り1褐灰 (7 5YR7/1) Fu文 縄 文・ケズリ? △ △ □ 1 511ul以 下

深釧 胴 部 Bl・ 32区
にぶい赤褐(5

YR5/4)
褐灰 (10YR6/1) Fu文 ケズリ? ○ □ □ 5 51nlll以 下

外 lfliス ス

付着

深釧 月日部 Ⅵ
にぶい黄褐

(10YR5/3)
褐灰 (7 5YR6/1) 貝殻 条痕文 ケズリ? □ □ △ i nllll以 下

架鉢 胴 部 B2区 V 灰黄褐(10YR5/2) 明褐灰 (5YR7/1) 貝殻条痕文 ミガキ △ △ △ 1 5null以
~ト

深針 日縁部 Ⅵ 灰 黄褐 (10YR5/2) 灰 (N6/0)
ナデ・貝殻刺突

文
ミガキ ?(詢 1落 ) ◎ △ ◎

深 針 月日部 ～底 部 Ⅶ
にぶい赤褐

(5YIR5/3)
褐灰 (7 5YR6/1)

胴

底

貝殻中1突文、
ミガキ?

ナ デ △ △ □ 〇

深 鉢 胴部～底部 Ⅵ 灰 褐 (7 5YR5/2) 褐灰 (7 5YR6/1)

月同:貝 殻申l突文・

ミガキ ?、 底 :ミ ガ
キ?

ナ デ △ □ ○ △ 1 5mm以 下

深 鉢 胴部～底部 V・ Ⅵ |こ

`ミ

い褐(7 5YR5/3) 明褐灰 (7 5YR7/1)

月同:貝 殻刺突文・

ミガキ ?、 底 :ミ ガ

キ ?
ケズリ?・ ナデ △ △ △ ○

深 翻 胴 部 Ⅵ 灰 褐 (7 5YR5/2) 明褐灰 (7 5YR7/1) 貝殻条痕文 ミガキ △ △ □ △2mm以 下

深創 日縁部～胴枷 Ⅵ oⅥ にぶい褐(7 5YR5/3) 灰褐 (7 5YR6/2)
沈線文・短沈線
文

ミガキ □ □ ◎ □ 2mm以 下

深釧 口縁部～月同音 A2区 にぶい褐(7 5YR5/3) 明褐灰 (7 5YR7/1)
日:ナ デ、胴 :沈

線文・短沈線文
ナデ ?(摩滅 ) □ △ △ ◎ □ 1 5allI以 下

深鋼 胴 部 A3区 Ⅵ にぶい褐 (7 5YR5/3) 明褐灰 (7 5YR7/1)
短沈線文・貝殻

刺突文
ミガキ △ △ △ ○ △ 1 5mm以 下

深釧 胴 部 Ⅵ にぶい褐 (7 5YR5/3) 明褐灰 (5YR7/2)
ナデ・沈線 文・縄

文
ナ デ △ ○ △ 1 5mm以 下

深鋼 胴 部 りJ赤灰 (2 5YR7/2)
にぶい赤褐 (5

YIR5/3)

貝殻刺突文・ナ
貝殻条痕文 △ △ □4 51mll以 下

※胎 で △
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第8表 縄文時代の石器計測表①

報告書
No 器種 出土地点 層 位 石材

法量(cm)
重量 (g) 備考

実測
No最 大長 最 大幅 最 大厚

l スクレイノく―
1号石器

埋納遺構
頁岩 (64) (58) (52.2) 欠損あり

スクレイノく―
1号石器

埋納遺構
頁岩 362

3 二次加工ある剥片
1号石器

埋納遺構
頁岩 (695) (146) 欠損あり

二次カロエある剥片
1号石器

埋納遺構
頁岩 525 234

二次加工ある剥片
1号石器
埋納遺構

頁岩 325 305 9.7

二次加工ある剥片
1号石器

埋納遺構
頁 岩

7 敲石 H号集石 砂 岩 (5.6) (99) (51) (284.0) 欠損 あり

敲石 27号集石 砂 岩 (6.0) (89) (6.0) (260.0) 欠損あり

台 石 28号集石 砂 岩 30.2 (51000) 欠損あり

打製石鏃 Bl区 Ⅵ チャート (1.6) ( (0.7) 欠損あり

打製石鏃 C2区 Ⅵ 頁岩 ( (0.5) 欠損あり

打製石鏃 Bl区 Ⅵ 黒曜石 (桑ノ木津留) 2

打製石鏃 Cl区 Ⅵ チャート 1

打製石鏃 Bl区 Ⅵ チャート (1.5) 1 (04) 欠損あり

打製石鏃 Cl区 Ⅵ 安山岩 (15) 欠損あり

打製石鏃 Bl区 Ⅵ 黒曜石 (桑ノ木津留 ) (1.3) (1.3) (04) 欠損あり 3

打製石鏃 Al区 Ⅵ 黒曜石(姫島) (1.0) 4 欠損あり

打製石鏃 A3区 Ⅶ チャート (1.8) 5 欠損あり l

打製石鏃 Cl区 Ⅵ 頁岩 1.7 3

打製石鏃 Cl区 Ⅵ 砂岩 ( 欠損あり

打製石鏃 Cl区 Ⅵ チャート (23) ( (1.3) 欠損あり

打製石鏃 Cl区 Ⅶ 流紋岩 23 ( 欠損あり

打製石鏃 Cl区 Ⅶ 頁岩 (23) (15) 欠損あり

打製石鏃 Cl区 Ⅵ チャート 5 7

打製石鏃 Cl区 Ⅶ 流紋岩 8 11

打製石鏃 Bl区 Ⅶ 頁岩 (1.6) ( (0.3) 欠損あり

打製石鏃 Cl区 Ⅵ 流紋岩

打製石鏃 Cl区 Ⅵ 頁 岩 7

打製石鏃 Cl区 Ⅵ 流 紋岩 (1.7) (0.7) 欠損あり

局部磨製石鏃 Bl区 Ⅶ 頁岩 (24) ( (1.0) 欠損あり

局部磨製石鏃 ? Cl区 Ⅵ 頁岩 3 9

局部磨製石鏃 C2区 Ⅵ 頁 岩 (2.0) (1.8) 欠損あり

局部磨製石鏃 Bl区 Ⅶ 頁岩 (2.6) 6 (02) (1.0) 欠損あり

局部磨製石鏃 Cl区 V 頁岩 (2.2) ( (13) 欠損 あり

石 鏃 Bl区 Ⅵ チャート (2.4) 2 (1.0) 欠損あり 2

石 鏃 B2区 V 黒曜石(姫島) (22) 7 (0.8) 欠損あり

石鏃 B2区 Ⅶ チャート 7 4

石 鏃 Bl区 Ⅵ チャート (15) ( (04) 欠損 あり

石 鏃 Bl区 Ⅵ 黒曜石 (桑ノ木津留 ) (1.9) ( (03) 欠損あり

石鏃 Bl区 Ⅶ チャート ( (0.2) (0.2) 欠損 あり

石鏃 Cl区 Ⅶ チャート (1.6) ( (05) 欠損あり

石鏃 Cl区 Ⅶ 頁岩 ( (0.5) 欠損あり

石鏃 Cl区 V 頁岩 (19) (19) (0.8) 欠損あり 研磨の可能性あり

石鏃 Bl区 Ⅶ チャート (0.35) (07) 欠損あり

石鏃未製品 Bl区 Ⅵ 流紋岩

石鏃未製品 B2区 Ⅵ チャート 0.8

石鏃未製品 B2区 V チャート 2.8

石鏃未製品 B2区 Ⅵ チャート (2.1) 08 1) 欠損あり

石鏃未製品 Bl区 Ⅵ 頁岩 26

石鏃未製品 Bl区 Ⅵ チャート

石鏃未製品 Cl区 Ⅶ 砂岩

石鏃未製品 Cl区 Ⅶ 頁 岩
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第9表 縄文時代の石器計測表②
報告書
No 器種 出土地点 層位 石材

法量 (cm
重量(g) 備考

実測
No最大長 最大幅 最大厚

石鏃未製品 Cl区 Ⅶ 流紋岩

石鏃未製品 Cl区 Ⅵ 流紋岩

石鏃未製品 Cl区 Ⅵ チャート

石鏃未製品 Cl区 Ⅵ 頁岩

石鏃未製品 Bl区 Ⅶ チャート (2.3) (06) (25) 欠損あり

石鏃未製品 Cl区 Ⅵ 流紋岩 335

石鏃未製品 Bl区 Ⅵ 頁岩 29 2.55

石鏃未製品 Cl区 Ⅶ 頁岩 (2.7) (2.05) (0.2) (1.3) 欠損あり

石鏃未製品 B2区 頁岩 (2.35) (02) (1.2) 欠損あり

尖頭状石器 B2区 Ⅵ 頁岩 (2.6) (8.2) 欠損あり 研磨の可能性あり

尖頭状石器 Cl区 Ⅶ ホルンフェルス 7.1

尖頭状石器 C2区 Ⅷ チャート (1.5) (2.4) 欠損あり

槍先形尖頭器 C2区 Ⅵ チャート

局部磨製尖頭器 Cl区 Ⅵ 頁 岩

槍先形尖頭器 Bl区 Ⅵ 流紋岩 (67) (40) (202) 欠損あり

槍先形尖頭器 Cl区 Ⅷ 頁岩 24.5

石 錐 Cl区 Ⅶ 流紋岩 (195) 0.45 (05) 欠損あり

石 錐 Bl区 Ⅵ チャート 15

石 錐 C2区 Ⅶ 流紋岩 (19) (1.4) (0.6) 欠損あり

石 錐 Cl区 Ⅵ 砂岩

石 錐 Cl区 Ⅶ チャート (2.6) (1.7) (1 欠損 あり

石 錐 Bl区 V チャート (33) (2.15) (22) 欠損あり

石 錐 Bl区 Ⅶ 流紋岩 2.95 1) 欠損あり

スクレイノく― Bl区 Ⅶ チャート 345

スクレイノヾ― Bl区 Ⅶ 頁岩 2.35 66 1

スクレイノく― C2区 Ⅵ 粘板岩 (7 (4.85) (0.7) (305) 欠損あり

スクレイノく― C2区 Ⅵ 流紋岩 6.35 455 262

スクレイパー Cl区 Ⅵ 流紋岩 435

スクレイパー Cl区 Ⅶ 流紋岩 305 接合資料C)折れ面接合 折れた後再加工 289

スクレイノく― C2区 Ⅶ 砂岩 3565

スクレイ′く― Cl区 Ⅶ ホルンフェルス 4.15 586.9

スクレイパー C2区 Ⅵ 流紋岩 1005 345 384.7

二次加工ある剥片 C2区 V チャート 2.45

敲石 Cl区 Ⅵ 砂岩 59 3420

敲石 Cl区 Ⅶ 砂 岩 11 0 4450

敲 石 Bl区 Ⅶ 砂 岩 11800

台石 Bl区 Ⅶ 砂 岩 245 24550 敲石としても使用

台石 Bl区 Ⅵ 砂 岩 36.75 32.6 1385 16500.0

石 皿 A2区 V 砂岩 (33.3) 1) (137000) 欠損あり 203

磨 石 C2区 Ⅶ 尾 鈴 酸性 岩 (86) (620.0) 欠損あり 敲石に転用

磨 石 Cl区 Ⅵ 砂岩 310.0

石核 Cl区 Ⅵ 黒曜石 (桑ノ木津留) 295

石核 Cl区 Ⅶ 砂 岩 9.45 4884 礫器の可能性もあり

剥 片 B2区 Ⅵ 尾鈴酸性岩 295 0.35

剥 片 B2区 Ⅵ 尾鈴酸性岩 (455) 385 (199) 欠損 あり

剥 片 A 区 Ⅶ 砂岩 305 095 (9.2) 接合資料C)欠損あり 273

石 核 Al区 Ⅷ 砂 岩 3.05 231 0 接合資料〇

剥 片 A 区 Ⅶ 砂 岩 (655) (5.65) (706) 接合資料∈)欠損あり
剥 片 C 区 Ⅵ 砂 岩 5.65 (4.75) (306) 接合資料∈)欠損あり
剥 片 C 区 Ⅵ 砂岩 接合資料①

石核 C 区 Ⅵ 砂岩 475 665 接合資料①

剥l片 C 区 Ⅶ 砂岩 接合資料①

剥 片 C 区 Ⅵ 砂岩 (29) (21) (30) 接合資料C)欠損あり
剥 片 C 区 Ⅷ 砂 岩 (225) (2.4) (28) 接合資料C)欠損あり

-93-



第10表 縄文時代の石器計測表③

報告書
No

器種 出土地点 層位 石材
法量(cm)

重量 (g) 備考

硼
沢
　
α

実

Ｎ最 大 長 最 大幅 最大厚

石核 Bl区 Ⅶ 砂 岩 12.1 2290.0 接合資料①
剥 片 Bl区 Ⅶ 砂岩 接合資料①

剥 片 Bl区 Ⅶ 砂 岩 1080.0 接合資料①
剥 片 Bl区 Ⅶ 砂 岩 接合資料①
剥 片 Cl区 Ⅶ 砂岩 接合資料① 3 3

剥片 Bl区 Ⅶ 砂 岩 8.75 接合資料①

剥 片 Bl区 Ⅶ 砂 岩 接合資料①

石核 C2区 Ⅵ 砂 岩 5.55 77.6 接合資料○
剥 片 C2区 Ⅶ 砂岩 接合資料○ 385

剥 片 Cl区 Ⅷ 頁 岩 (50) 接合資料∈)欠損あり

剥 片 Cl区 Ⅷ 頁岩 接合資料⑬ 282

剥 片 Cl区 Ⅵ 頁岩 接合資料①

剥 片 C2区 V 頁岩 (6.9) (247) 接合資料∈)欠損あり

剥 片 Bl区 Ⅶ 砂岩 535 接合資料⑩
剥 片 Cl区 Ⅶ 砂岩 接合資料⑩
石核 Bl区 Ⅶ 砂岩 7.2 92.2 接合資料⑩
剥 片 Al区 Ⅶ 砂 岩 接合資料⑩

石核 C2区 Ⅵ チャート (22) (1.35) (32) 接合資料⊂)欠損あり

剥 片 Cl区 Ⅶ チャート (2.7) 接合資料⊂)欠損あり

剥 片 区 Ⅵ チャート (095) 接合資料⑫ 欠損あり
剥 片 Bl区 Ⅶ チャート (23) (2.2) 接合資料⑫ 欠損あり 270

剥 片 Bl区 Ⅶ チャート (3.05) (2.6) 接合資料C)欠損あり

剥 片 C 区 Ⅵ チャート 接合資料④
石 核 Cl区 Ⅵ チャート 接合資料④
剥 片 Bl区 Ⅵ 流紋岩 (2.9) (1.95) 075 接合資料C)欠損あり

剥 片 C 区 V 流紋岩 接合資料〇

剥 片 Cl区 Ⅵ 流紋岩 (28) (2.0) (34) 接合資料∈)欠損あり
石 核 Cl区 Ⅶ 流紋岩 2 接合資料〇
剥 片 Bl区 V 流紋岩 (7.7) 接合資料⊂)欠損あり 折れ面接合

剥 片 Bl区 Ⅶ 砂岩 接合資料○
石 核 Cl区 Ⅶ 砂 岩 189.2 接合資料④
剥 片 Cl区 Ⅵ 頁 岩 接合資料④
剥 片 Cl区 Ⅵ 頁岩 1.55 接合資料④
剥 片 Cl区 Ⅵ 頁岩 (11.3) 接合資料C)欠損あり

剥 片 Cl区 Ⅵ 頁岩 (60) (50.9) 接合資料α)欠損あり
石核 Bl区 Ⅵ 頁 岩 接合資料④
石核 Cl区 Ⅵ 砂岩 (20.0) 接合資料○ 欠損あり
石 核 Cl区 Ⅵ 砂岩 (265) (4.4) (197) 接合資料C)欠損あり

剥片 C2区 Ⅶ 砂 岩 (21) (2.65) (14) 接合資料C)欠損あり 302

石核 Bl区 Ⅵ 砂 岩 7_7 11900 接合資料C)敲石に転用

剥 片 Bl区 Ⅶ 砂 岩 287 接合資料①
剥 片 Cl区 Ⅵ 砂岩 接合資料①

石 核 Cl区 Ⅶ ホルンフェルス 接合資料⑩
石核 Cl区 Ⅷ ホルンフェルス 接合資料④
剥 片 C2区 Ⅵ 流紋岩 535 接合資料C)折れ面接合

剥 片 Cl区 Ⅵ 流紋岩 接合資料⑩
剥 片 Cl区 Ⅵ 流 紋岩 1.7 (28.0) 接合資料C)欠損あり

剥 片 C2区 Ⅷ 流紋岩 23.3 接合資料⑩

200 剥 片 Cl区 Ⅵ 流紋岩 668 (9.9) 接合資料C)欠損あり

剥 片 Cl区 Ⅶ 砂 岩 接合資料①
202 二次加工ある剥片 Bl区 Ⅶ 砂 岩 接合資料① 235
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第Ⅳ章 弥生時代の調査

第 1節 遺構

アカホヤ火山灰層上面において、B2。 C2区より弥生時代に該当する遺構が検出された。検出された遺構は、

竪穴式住居跡が 2軒である。検出された遺構の位置関係は第86図 に示すとおりである。以下、各遺構について

詳述する。

【1号竪穴式住居跡】 グリッドC2区に位置する。住居が所在する地点の地形は概ね平坦面である。住居の

平面形態は隅丸長方形を呈する。住居内中央からは炉の痕跡と考えられる焼土を検出した。焼土直下からは砂

岩の扁平な礫が出土しており (図版 8-2)、 炉に伴う礫の可能性がある。なお、貼床の痕跡は確認できなかっ

た。住居の規模は長軸1.79m、 短軸1.44m、 検出面から掘 り込み面までの深さは0。 19mである。住居の残存状

況はあまり良くなく、検出時に住居の北側部分がすでに消失している状況であった。柱穴は住居内床面から 1

基、壁際から12基検出された。柱穴の規模は直径0.06～0.23m、 深さ0.06～ 0.24mである。床面からは土坑が検
出されているが、この土坑の埋土は住居内のものと大きく異なるため、住居に伴う土坑とするには疑間が残る。

住居内から弥生土器 。石器が出土したが、いずれも埋土中からの出土である。このうち、土器 6点を図化し
た。 1～ 5は甕の口縁部片である。 1は回縁端部に断面長方形の突帯をほぼ水平に貼 り付けている。口唇部中

央にくぼみをもつ。外面調整は口縁部がヨコナデ、胴部がハケメである。内面調整はナデである。 2は口縁端

部に断面略正方形の突帯をほぼ水平に貼り付けている。調整は内外面ともナデである。 3は口縁端部に断面台

形の突帯をほぼ水平に貼り付けている。また、胴部には断面三角形の突帯の一部が確認できる。調整は内外面
ともナデである。 4は 口縁端部に断面台形の突帯をほぼ水平に貼り付けている。調整は内外面ともナデである。
5は 回縁端部に断面略正方形の突帯をほぼ水平に貼 り付けている。口唇部中央がややくぼむ。調整は内外面と

もナデである。 6は甕の底部片である。脚台状を呈し、中実である。

本住居内から出土した土器の時期については、甕の回縁部突帯の断面形態が台形状を呈していること、口唇
部にくぼみをもつものや脚台状を呈する底部片が存在することなどから石川編年 (石川1984)の Ⅱb期、中期

前葉に該当すると考えられる。

0は
◎

2号堅穴式住居跡

第86図  弥生時代遺構配置図 (S=1/100)

1号堅穴式住居跡

-95-



/ 11革

一　

　

　

一

「
~T~可~¬「~T」

il~~―
―――一-1:im

l号竪穴式住居跡実測図及び 1号竪穴式住居跡出土遺物実測図 (S=1/40、 1/3)

〔
円
］
“
Ｈ
Ｈ
Ｈ
＝
Ｈ
Ｈ
＝
＝
Ｈ
Ｉ‐
］ｒ＝

＝
υ
Ｈ
”

第87図

-96-



ヽ
∞
―
―
―

」⑥
一

0「

~P≡
冒

9     ■2

Cm

(7・ 8)

磨面

10cm

(9 10)

第88図  2号竪穴式住居跡実測図及び 2号竪穴式住居跡出土遺物実測図 (S=1/40、 1/3、 1/2)

-97-



【2号堅穴式住居跡】 グリッドB2区に位置する。

住居が所在する地点の地形は概ね平坦面である。住

居の平面形態は不整円形を呈する。住居内中央から

は炉の痕跡と考えられる焼土を検出した。なお、貼

床の痕跡は確認できなかった。住居の規模は長軸

1.60m、 短軸1.54m、 検出面から掘 り込み面までの

深さは0。22mである。柱穴は住居内床面から5基、

壁際から3基検出された。うち住居内床面から検出

された 1基は、焼土下より検出されていることから

住居に伴う柱穴とは考えにくい。柱穴の規模は直径

0.10～ 0。 15m、 深さ0.08～ 0。20mである。住居内中

央床面から土坑が 2基検出された。しかし先述の柱

穴同様、焼土下より検出されていることから住居に

伴う土坑とは考えにくい。

住居内から弥生土器 。石器が出土したが、いずれ

も埋土中からの出土である。このうち、土器 2点、

石器 2点を図化した。 7は甕の回縁部片である。日

縁端部に断面台形の突帯をやや下方に貼 り付けてい

る。外面調整は口縁部がヨヨナデ、胴部がナデであ

る。内面調整はナデである。タト面にススが付着して

いる。 8は甕もしくは壺の胴部片である。二条の突

帯を貼り付けている。突帯の断面形態は三角形であ

る。調整は内タト面ともナデである。タト面にススが付

着している。 9は敲石である。砂岩製の円礫を素材

とする。周縁部の敲打痕が顕著である。10は磨石

である。砂岩製の円礫を素材とする。両面に平滑な

面をもつ。出土した遺物の時期は 1号竪穴式住居跡

とほぼ同時期頃と思われる。

第89図 包含層出土弥生時代遺物実測図① (S=1/2)
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第 2節 包含層出土遺物

グリッドB2・ C2区のⅡ層を中心に弥生土器片が出土した。また、Ⅱ層からは他の時期と判断できる遺物

の出土がなかったため、この層から出土した石器も弥生時代に該当する遺物と判断し報告することとする。

11・ 12はいずれも砂岩製の円礫を素材とする敲石である。11は周縁部に敲打痕を確認できる。12は石器の中

央部分両面に敲打痕を確認できる。13・ 14は甕の口縁部片である。13は口縁端部に断面台形の突帯をほぼ水平

に貼り付けている。外面調整は回縁部がヨヨナデ、胴部が板状工具によるナデである。内面調整はナデ・ハケ

メである。14は 口縁端部に断面台形の突帯をやや下方に貼 り付けている。外面調整は口縁部がヨヨナデ、胴部

がナデである。内面調整はナデである。15は甕もしくは壺の胴部片である。二条の突帯を貼り付けている。突

帯の断面形態は三角形である。調整は内夕ヽ面ともナデである。16は甕の底部片と思われる。平底で端部がわず

かに張り出す。調整は内タト面ともナデである。17は壷の底部片である。平底である。調整は内外面ともナデで

ある。

【第Ⅳ章 引用・参考文献】

石川悦雄 1984 「宮崎平野における弥生土器編年試案―素描一 (Mk.Ⅱ )」 『宮崎考古』第9号 宮崎考古学会

第90図 包含層出土弥生時代遺物実測図② (S=1/3)
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第H表 弥生土器観察表

報告智

No
器種 残存部位 出土地点 層位

法量 (cm〉 色 調 調 整
備考

実測

No口径 底径 器高 外面 内 面 外 面 内 面

型 口縁部 ～月同部 l号住居
にぶい褐

(7 5YIR5/3)

にぶい橙

(7 5YR6/4)

日:ヨコナデ、胴ッヽケ
日

ナ デ 外 面にスス付着

2 型 日縁部 ～月同部 1号住居
にぶい褐

(7 5YR5/3)

にぶい褐

(7 5YR5/4)
ナ デ ナ デ

3 型 日縁部～月同部 1号住居
にぶい褐

(7 5YR5/3)

にぶい褐

(7 5YR5/3)

日:ヨコナデ、胴:ナ デ・

突帯
ナ デ 外 面にスス付着

日縁部 ～月同部 1号住居
にぶい黄橙
(10YR6/3)

にぶい橙

(7 5YR6/4)
ナ デ ナ デ 外 面にスス付着

5 霊 日縁部～胴部 1号住居
灰黄褐

(10YR5/2)

灰黄褐
(10YR5/2)

ナデ ナデ

‖同部～脚台部 1号住居
灰褐

(7 5YR6/2)

灰褐

(7 5YIR6/2)
ナ デ ナ デ 内面にスス付着 反 1転復元

型 日縁 部～‖同部 2号住居
灰褐

(7 5YIR5/2)

灰褐

(7 5YR5/2)
目:ヨコナデ、nln4:ナデ ナ デ 外面にスス付着

2号住居
にぶい褐

(7 5YR5/3)

灰褐

(7 5YR4/2)
ナデ 、突帯 ナ デ 外 面 にスス付着

甕 日縁部～胴 部 il
褐灰

(10YR6/1)
灰 |:l

(10YR7/1)

日 :ヨ コナデ 、胴 :板 状

工具 によるナデ
ナデ・ハケメ

霊 日縁部～胴 部
暗灰黄

(25Y5/2)

にぶい黄橙

(1 0YIR6/3)
日:ヨコナデ、胴:ナ デ ナデ

月同部
にぶい褐

(7 5YIR5/4)

にぶい赤掲

(5YR5/4)
ナデ 、突帯 ナデ

底 部
にぶい褐

(7 5YR5/3)

褐灰
(1 0YIR4/1)

ナ デ ナデ 反 1云復元

壷 底 部
にぶい赤褐

(5YR5/4)

にぶい褐

(7 5YR5/4)

月同:ナ デ、底 :ナ デ・指
オサエ ナデ 反転復 元

第12表 弥生時代の石器計測表

報告書No 器種 出土地点 層 位 石 材
法量 (cm)

重量 (g) 備 考 実測 No
最大長 最大幅 最大厚

9 敲石 2号住居 砂 岩 122 202

1磨 石 2号住居 砂 岩

敲 石 C21X II 砂 岩

llk石 I: 砂 岩 91〕 70
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第V章 古墳時代の調査

第 1節 遺構

アカホヤ火山灰層上面において、調査区中央部から東側で古墳時代に該当する遺構が検出された。検出され

た遺構は、石棺墓 1基、木棺墓 3基、土墳墓 1基、地下式横穴墓 1基、周溝状遺構 2条である。検出された遺

構の位置関係は、第91図 に示すとおりである。以下、各遺構について詳述する。

1.石棺墓

【1号石棺墓】 グリッドAl区に位置する。主軸方位はN-38°―Wである。墓墳の平面形態は隅丸長方形で

ある。墓墳の規模は長軸1.94m、 短軸1.04m、 検出面から掘り込み面までの深さ0。 18mである。床面はほぼ平

坦で、壁面はわずかに外傾しながら立ち上がる。石棺外に自色土ブロックを含む褐色土 (第94図、2層 )と暗

褐色土 (3層 )力淮 認できる。2層 は棺おさえに用いた粘土と考えられる。石棺内部には整地土と考えられる

黄褐色土 (1層 )と後世の埋土と考えられる褐色土、暗褐色土 (4、 5層 )が確認できる。

石棺はほぼ中央に構築される。内法は長さ1.51m、 北小口幅0。 43m、 南小口幅0。 15mである。石材には長

さ約15～ 70cmの砂岩の扁平な自然礫が用いられる。石材は土圧によるものか内側に傾いているが、本来は直立

していたものと考えら/る。石材の数は現状で東長側石が3枚、西長側石が2枚、長側石の外側に3枚の計8

枚と、原位置を保っていない石 3枚である。しかし、石材を配置するためと思われる掘 り込みの痕跡から、本

来は少なくても各小日石に 1枚、各長側石に3枚、長側石の外側に4枚の計11枚以上は存在していたと考えら

れる。蓋石ば確認されていない。長側石の継ぎ方は、東長側石では北側の石材が南側の石材のタト側に重ね継ぎ

Ｇ

・

Ｎ

莱

_3号 木棺墓

/1号 周溝状遺構

dr口
7号雌  櫂

qab l号
木棺墓

gDl号
地下式横穴墓

も  1号石棺墓

第91図  古墳時代遺構配置図 (S=1/300)
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レンチ

にぶい黄褐色シル ト質ローム(10YR5/4)し まりやや悪し。礫を含む。

棺床整地土。

褐色ローム(7 5YR4/3)し まり悪し。白色土ブロックを含む。墓壌埋土。

暗褐色ローム(7 5YR3/3)し まり悪し。褐色土ブロックを少量含む。墓壌埋土。

褐色砂質ローム(7 5YR4/3)し まり悪し。後世の埋土。

暗褐色ローム(7 5YR3/3)し まり悪し。後世の埋土。

黒褐色ローム(10YR3/2)し まり悪し。後世の埋土。

第92図  1号石棺墓平面図・土層断面図 【左図1及び掘方平面図
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第93図  1号石棺墓石棺実測図 (S=1/30)

― Cl

|

断面図 【右図】 (S=1/30)

第94図  1号石棺墓棺外立

割り区土層断面

軋G
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C tuO'6,=■
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されているが、西長側石では北側の石材が南側の石材の内側に重ね継ぎされている。小日石と長側石の組み合

わせ方は北側が井桁状、南側がコ字状である。棺床には 5 cm前後の川原石が敷き詰められている (第95図 )。

頭位方向は北小口幅が南小口幅より大きいことから北西と考えられる。

なお、周溝の有無を確認するために調査区の一部を拡張し、周囲の精査を行ったが、周溝は確認されなかっ

た。また、埋土のふるい作業を行ったが、遺物・骨片等の出土はなかった。

2.木棺墓

【1号木棺墓】 グリッドC2区に位置する。主軸方位はN-45°一Wである。墓墳の平面形態は隅丸楕円形で

ある。墓墳の規模は長軸2.70m、 短軸1.01m、 検出面から掘り込み面までの深さ0.34mである。掘方床面には

凹凸がみられ、壁面はわずかに外傾しながら立ち上がる。

木棺の痕跡は確認できなかっ

たが、土層の観察により棺台

と思われる埋土を確認 したこ

とから木棺墓であると考えら

れる。棺台の構築方法は、ま

ず地山ブロックを含む土 (1

層)で、南東側を残 し馬蹄形

に埋める。次に 1層 の内側に

黒褐色土 (2層 )を充填 し、

床面の凹凸を無 くす。最後に

2層上に l cm前後の砂利 (第

98図 、 3層 )を 敷き詰めたと

考えられる。木棺設置後は、

アカホヤ火山灰層ブロックを

含む黒色土 (4層 )で充填 し

たと考えられる。木棺の種類

は鉄釘が出土していないこと、

棺台の一部として敷かれた砂

利が緩やかなU字状のカーブ

を描 くことから舟形木本官と考

えられる。小日の形態は、棺

外に充填された 4層 が木棺設

置時の状況を保つているとは

いい難 く、木棺腐食に伴い棺

内に流れ込んだ可能性が高い

ため不明である。木棺下端の

規模を棺外に充填された土の

位置を参考にもとめると、長

軸2.06m、 短軸0。44m程度と想

定される。ただし、実際はこ

れより少 し規模が大 きいもの

と考えられる。

副葬品は棺内から珠文鏡 1・

鉄剣 1・ 刀子 2・ ガラス製小

玉625点≪内訳 :完形品 (略完

形品も含む)511点、破片114

点≫・滑石製臼玉668点≪内訳 :

完形品 (略完形品も含む)464
点、破片204′点≫、棺外から鉄

刀 1、 鉄斧 1が出土 した。鉄

1 黒褐色ローム(10YR2/2)し まり良し。地山ブロック (l∨ ～∨1層 )を含む。棺台。

2.黒褐色シル ト質ローム(10YR2/3)し まりやや悪し。小礫を少量含む。棺台。

3.黒褐色シル ト質ローム(10YR2/3)し まりやや悪し。小礫を多量含む。棺台。

4 黒色ローム(10YR2/1)し まり良し。Ahブ ロックを含む。墓墳埋土。

5 黒褐色ローム(7 5YR2/2)し まり良し。黄色粒、小礫を微量含む。後世の埋土。

6 黒色ローム(10YR2/1)し まり良し。黄色粒を少量含む。小礫を微量含む。後世の埋土。

7.黒色ローム(10YR2/1)し まり良し。黄色粒を含む。Ahブ ロックを微量含む。後世の埋土。

第96図  1号木棺墓掘方及び土層断面実測図 (S=1/30)
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第97図  1号木棺墓棺台及び遺物出土状況実測図 (S=1/20)
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第98図  1号木棺墓内敷石 (S=1/3)  第99図  1号木棺墓出土遺物実測図① (S=1/2、 1/4)
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第100図  1号木棺墓出土遺物実測図② (S=1/2、 1/3、 1/4)
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第101図  1号木棺墓出土遺物実測図③ (S=3/2)

第13表  1号木棺墓出土玉類の出土点数及び法量
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第102図  1号木棺墓出土ガラス製小玉法量分布図

ガラス製小玉
滑石製日玉

黄 赤 黒 黄緑 淡緑 紺 青 淡青

完形品 2′点 占
い

占
い 229,点 占

い 20点 占
い 189点

464′ほ略完形品 0′点 1点 L点 占
い 0′点 0′点 占

い 9′点

計 占
い

占
い 42′点 236点 1点 20点 占

い
198点

破片点数 占
い

0点 0′点 29点 占
い 4点 0点 占

い 204′点

幅 最大値 ) 3 43cnl 3 06cm 2 54cm 2 35cll 2 56clll 294c皿 3 67clll 3 41cm 4 20cnl

幅 (最小値 ) 3 17cnl 2 05cm 1 65cnl 1 77clll 256c皿 2 19cm 2 05clll 1.95ctll 2 87cnl

厚 最大値 ) 2 04cnl 2 48cm 1 99cm 1 75cll 1 78cm 2 17cm 2 38clll 2 82clll 2 98cnl

厚 最小値 ) 1 98clll 1 05cm 0 87cm 0 75cll 1 78cm 1 10cm 1 05clll 0 82clll 1 1 2clll
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斧の出土位置は棺内部であったが、出土状況から木棺腐食に伴い棺内に流れ込んだ可能性が高く、本来は棺外

に置かれたものであったと判断した。また、玉類の多くがふるい作業により発見されたものである。玉類の出

土位置から頭位方向は北西と考えられる。よって、棺内の副葬品は頸部付近に玉類、腹部付近に珠文鏡、右脚

横に鉄剣・刀子、左脚横に刀子が配置されていたものと想定される。

1～ 4、 7～ 24カ卦官内副葬品である。 1は珠文鏡である。わずかに欠損があるもののほぼ完形である。直径

は7.7cm、 厚さは内区が0.3cm、 外区が0。25cm、 重量は現状で52。9gである。鉦は直径1.5cm、 鏡面からの高さ0.8

cmである。鉦孔は最大幅0.8cm、 最大高0。4cmで半球状を呈する。内区主文部に2～ 3列の珠文を施し、その周

囲に内側から1列の珠文・櫛歯文・複線波文 。鋸歯文を配す。鉦内部には紐が残る。鏡面には布片が付着する。

鏡面から剥落した布片の中には織耳部分を確認できるものもある。実体顕微鏡で観察すると鏡背においてもわ

ずかながら繊維を確認することができる。また、鏡背では赤色顔料も確認できる。鏡面に付着した布は平織 り

で糸の大さ l IIlm程度である。織 り密度は、経糸10本/cm、 緯糸 7本/cmである。

2は鉄剣である。切先部分は欠損 している。銹化や剥離が進んでいる。現存長51.5cm、 茎部長11.5cm、 刃部

最大幅3.6cm、 茎部最大幅2.Ocm、 最大厚0。7cmである。重量は現状で490.Ogである。刃部に鏑はみられず、両丸

造りである。関の形状は直角関と思われる。茎部は茎尻に向かって徐々に幅を狭める。茎尻は一文字尻である。

茎部には日釘子しが 3つ穿たれているが、片側に偏っている。刃部に木質が付着していることから、木製の鞘に

収められていたものと思われる。関付近にはオ巴縁装具の可能性がある物質が付着しているが、錆に覆われてお

り形状・材質を判断することができなかった。才巴装具は茎部に木質が付着していることから、木製であつたこ

とが分かる。

3は刀子である。残存状況は比較的良好である。全長12.9cm、 刃部長9。 7cm、 刃部最大幅l.5cm、 茎部最大

幅 1。 2cm、 最大厚0。4cmである。重量は現状で18。3gである。刃側の外形線は切先部で緩やかに幅を広げ、その

後は直線的に関に至る。関は直角関である。茎部には把の本質が残存しているため、茎尻の形態は不明である。

また、背側には布が付着しているが、糸の大さ、織り密度などは不明である。

4は刀子である。刃部の大半を欠く。現存長4.7cmで ある。重量は現状で5。9gである。茎部には把の木質が

残存しているため、関の形態は不明である。茎尻付近では下地巻きの痕跡が確認できる。茎尻の形態は一文字

尻である。また、関付近には鉄製錮の可能性がある鉄片が付着している。

7～ 24は ガラス製小玉である。前述のとおり、 1号木棺墓からは完形品 (略完形品も含む)511点、細片化

した破片114点が出土している。そのうち18点 を図化した。色調は淡青色や黄緑色のものが主体で、その他黄色・

赤色・黒色・淡緑色 。紺色 。青色のものがある。ここで淡青色としたものは明らかにバリエーシヨンが存在す

るが、明確に区分できないため一括して報告することとした。色調別の出土点数は第13表に示している。大き

さは大ガヽ 2つのグループに分けることができそうである。また、大きさは色調と対応している可能性があり、

黄緑色・黒色は小型の一群のみ、淡青色は大型と小型の一群両方で構成されている (第 102図 )。 他の色調のも

のは個数が少ないため、大きさと対応するのか不明である。

25・ 26は滑石製臼玉である。前述のとおり、 1号木棺墓からは完形品 (略完形品も含む)464点、破片204点

が出土している。そのうち2点を図化した。側面観は算盤球状を呈するものが多い。しかし、最大幅を形成す

る稜線の位置にバリエーシヨンがあり、細分化できる可能性がある。

5・ 6カ卦官外副葬品である。 5は鉄刀である。残存状況は比較的良好である。全長88.4cm、 刃部長73.3cm、

茎部長15。 lcm、 刃部最大幅3.3cm、 茎部最大幅2.6cm、 最大厚0.9cmである。重量は現状で776.8gで ある。刃部は

平造 りである。関の形状は直角関である。茎部は茎尻に向かつて徐々に幅を狭める。茎尻は隅袂尻である。茎

部には目釘子Lが 3つ穿たれている。刃部に木質が付着していることから、木製の鞘に収められていたと思われ

る。茎部には把の木質が残存している。

6は無肩袋状鉄斧である。残存状況は比較的良好である。全長16.lcm、 刃部長7.2cm、 袋部長8.9cm、 刃部最

大幅6.6cm、 袋部最大幅5。7cmである。厚みは肩部付近のもっとも厚いところで3.2cm、 袋部合わせ目側が0。6cm、

袋部背側力泊.7cmで ある。重量は現状で944.Ogである。刃部は方形を呈する。袋部の合わせ目は密着しており、

わずかに隙間が確認できる程度である。袋部断面は不整楕円形を呈する。

【2号木棺墓】 グリッドB2区に位置する。主軸方位はS-88° 一Wである。墓墳の平面形態は隅丸長方形で

ある。墓墳の規模は長軸2.65m、 短軸0。94m、 検出面から掘 り込み面までの深さ0.44mである。掘方床面には

凹凸がみられ、壁面はわずかに外傾 しながら立ち上がる。

木棺の痕跡は確認できなかったが、長軸西佃1で棺おさえに用いた粘土を確認したことから木棺墓であると考

えられる。長軸東側は調査時の不備により土層の観察が行えなかった。構築方法は、まず黒褐色土 (1層 )で

整地し、床面の凹凸を無くしたのち木棺を設置、長軸側を棺おさえの粘土 (3層 )、 短軸側を明褐色土 (2層 )

-106-



で充填したことが考えられる。木棺の種類は鉄釘が出土していないこと、 1層上面が緩やかなU字状のカーブ

を描くことから舟形木棺と考えられる。棺おさえに用いた粘土はさほど粘質が高 くないため、木棺設置時の1大

況を保っているとはいい難く、木棺腐食に伴い棺内に流れ込んだ可能性が高い。そのため、小日の形態は不明
である。木棺の規模は長軸東側の土層観察が行えなかったため不明である。頭位方向は西側が東側より下端幅
が大きいことから西と考えられる。

副葬品は棺内から鉄剣 1が出土した。被葬者の左脚横に配置されたものと想定される。なお、埋土のふるい

作業を行ったが、鉄剣以外の遺物・骨片等の出土はなかった。27は鉄剣である。切先の一部を欠損している。
全長61.6cm、 刃部長44.4cm、 茎部長17.2cm、 刃部最大幅3.2cm、 茎部最大幅2.7cm、 最大厚0.6cmで ある。重量は

現状で310.4gで ある。刃部に鏑はみられず、両丸造りである。関の形状は直角関である。茎部は茎尻に向かっ

てやや内湾しながら徐々に幅を狭める。茎尻は栗尻である。茎部には目釘孔が2つ穿たれている。刃部に本質
がイ寸着していることから、木製の鞘に1又められていたと思われる。把装具は茎部に木質が付着していることか
ら、木製であったことが分かる。

【3号木棺薔】 グリッドB2区に位置する。主軸方位はN-40°―Wである。墓墳の平面形態は隅丸楕円形で

ある。墓壊の規模は長軸3.09m、 短軸0.95m、 検出面から掘り込み面までの深さ0.40mで ある。掘方床面には

凹凸がみられ、壁面はわずかに外傾しながら立ち上がる。木棺の痕跡は確認できなかった。

| | |

―
●

黒褐色ローム(7 5YR2/2)し まり良し。

Ah粒 を微量含む。整地土。

黒色ローム(10YR2/1)し まり良し。

Ahプ ロックを含む。墓墳埋土。

明褐色ローム(10YR7/6)し まり良し。

慕墳埋土。

黒色ローム(7 5YR2/1)し まり良し。

A卜雌を微量含む。後世の埋土。

黒色ローム(7 5YR2/1)し まり良し。

Ahブ ロックを含む。後世の埋土。

黒色ローム(7 5YR2/1)し まり良し。

針戯を含む。後世の埋土。

(S=1/30)

+

第103図  2号木棺墓実測図
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第104図  2号木棺墓出土遺物実源1図 (S=1/4)



また、棺台や棺おさえに用いた粘土も確認できなかっ

た。しかし、 1号木棺墓の棺外を充填したと考えられ

るアカホヤ火山灰層ブロックを含む土と同様の埋十 (3

層)を確認したため、木棺墓であった可能性が高いと

判断した。構築方法は、まず暗褐色土 (1層 )で整地

し、床面の凹凸を無くしたのち木棺を設置、その後棺

外に。層ブロックを含む黒褐色土 (2層 )やアカホヤ

火山灰層ブロックを含む黒褐色土 (3層 )で充填した

ことが考えられる。木棺の種類は鉄釘が出土していな

いこと、 1層上面が緩やかなU字状のカーブを描くこ

とから舟形木棺と考えられる。小日の形態は、棺外に

充填された 2・ 3層が木棺設置時の状況を保っている

とはいい難く、木棺腐食に伴い棺内に流れ込んだ可能

性が高いため不明である。木棺下端の規

模を棺外に充填された土の位置を参考に

もとめると、長軸2.30m、 短軸0。35m程度

と想定される。ただし、実際はこれより

少し規模が大きいものと考えられる。頭

位方向は北西側が南東側より想定される

木棺下端幅が大きいことから北西と考え

られる。

副葬品は棺内から刀子 1が出土した。

被葬者の右肩付近に配置されたものと想

定される。なお、埋十のふるい作業を行っ

「

A―    L=496`DA′

ン

B_    L=4960m B′

マ 1       1

黒色ローム〈10YR2/1) 2
しまり良し。Ahブ ロック

を含む。

黒色ローム(10YR2/1) 3
しまり良し。Ah粒 を少量

含む。

|

第105図  3号木棺墓出土遺物実測図 (S=1/2)

| | |
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第107図  3号木棺墓と 1号周溝状遺構の

位置図 (S=1/50)

暗褐色シル ト質ローム(7 5YR2/2)し まり

良し。整地土。

黒褐色シル ト質ローム (10YR2/3)し まり

やや良し。黒色ブロック (V層か)を含む。

墓墳埋土。

黒褐色シル ト質ローム (10YR2/3)し まり

やや良し。黒色ブロック (V層か)、 Ahブ

ロックを含む。墓墳埋土。

黒褐色シル ト質ローム(7 5YR2/2)し まり良

し。Ah粒 を少量含む。後世の埋土。

黒色シル ト質ローム(10YR2/1)し まり良し。

Ahブ ロックを少量含む。後世の埋土。

黒色シル ト質ローム(10YR2/1)し まりやや

悪し。Ahブ ロックを多く含む。別遺構埋土。

第106図  3号木棺墓実漂1図

m卜 T
(S=1/30)
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たが、刀子以外の遺物・骨片等の出土はなかった。28は刀子である。刃部の一部を欠損している。全長15。 2cm、

刃部長11.9cm、 刃部最大幅1.6cm、 茎部最大幅 1。 lcm、 最大厚0.3cmで ある。重量は現状で21。7gである。刃側の

タト形線は切先から緩やかに幅を広げながら関に至る。関は両関で、刃側が直角関、背側がナデ関である。茎尻

は一文字尻である。茎部に本質が付着している。また、茎部では下地巻きの痕跡も確認できる。

3.土墳墓

【1号土娠墓】 グリッドB2区に位置する。主軸方位はS-80° 一Wである。墓壌の平面形態は隅丸楕円形で

ある。墓壌の規模は長軸2.53m、 短軸0.74m、 検出面から掘 り込み面までの深さ0.55mで ある。掘方は2段掘

り状を呈する。掘方床面には凹凸がみられ、壁面はわずかに外傾 しながら立ち上がる。木棺の痕跡及び棺台や

棺おさえに用いた粘土は確認できなかった。また、 3号木棺墓のように棺外を充填したと考えられる土も確認

できず、木棺墓と認定するには根拠に乏しいと判断した。頭位方向は西側が東側より下端幅が大きいことから

西と考えられる。

副葬品は掘方床面より約20cm上で鉄剣 1が出土した。被葬者の左脚付近に配置されたものと想定される。な

お、埋土のふるい作業を行ったが、鉄剣以外の遺物・骨片等の出土はなかった。29は鉄剣である。切先部分は

欠損 している。現存長48。 2cm、 茎部長10.6cm、 刃部最大幅3.2cm、 茎部最大幅2.2cm、 最大厚0.6cmで ある。重量

は現状で252.8gで ある。刃部に金高はみられず、両丸造りである。関は直角関である。茎音Бは茎尻に向かって徐々

に幅を狭める。茎尻は一文字尻である。茎部には日釘孔が 2つ穿たれている。

-4-
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暗褐色シル ト質ローム(7.5YR2/2)し まり良し。

Ahブ ロックを含む。

黒褐色シル ト質ローム(7.5YR3/2)し まり良し。

Ahブ ロック、暗褐色プロック (∨ 1層か)を含む。

黒褐色シル ト質ローム(7.5YR3/2)し まり良し。

黄色粒を少量含む。

黒色シル ト質ローム(10YR2/1)し まり悪し。黄色

粒を少量含む。

―   dD)

L=4960m∧ ′

第108図  1号土墳墓実測図 (S=1/30)

曽
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第109図  1号土墳墓出土遺物実測図 (S=1/4)
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1 褐色シル ト質ローム(7.5YR4/4)し まりやや良し。にぶい

黄橙色ブロック(IX層 か)を少量含む。堅坑埋土。

暗褐色シル ト質ローム(10YR3/4)し まり良し。にぶい黄

橙色ブロック(lX層 か)、 暗褐色ブロック(Ⅵ 層)を少量

含む。竪坑埋土。

暗褐色ローム(10YR3/4)し まりやや良し。にぶい黄橙色

ブロック (IX層 か)、 暗褐色ブロック(VI層 )を 少量含む。

堅坑埋土。

黒色ローム(10YR2/1)し まりやや良し。

(Ⅷ層か)を含む。堅坑埋土。

黒色ローム(10YR7/1)し まりやや良し。

(Ⅷ層か)を少量含む。竪坑埋土。

褐色シル ト質ローム(7.5YR4/3)し まりやや良し。褐色ブ

ロック (Ⅶ l層か)を少量含む。羨道埋土。

にぶい黄褐色シル ト質ローム(10YR4/3)し まりやや良し。

暗褐色ブロック (∨ 1層か)を少量含む。玄室埋土。

黒褐色シル ト質ローム(10YR3/2)し まりやや悪し。褐色

ブロック (Ⅶ I層 か)を含む。玄室埋土。

黒褐色シル ト質ローム(7.5YR3/2)し まりやや悪し。褐色

ブロック (Ⅵ‖層か)、 Ah粒 を微量含む。玄室埋土。

褐色ブロック

褐色ブロック

第110図  1号地下式横穴墓実測図 (S=1/30)

躊
巫
顎

揚

彪

|

Z
C―
‐

第111図  1号地下式横穴墓出土遺物実測図 (S=1/2、 1/3)
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刃部に本質が付着していることから、木製の鞘に収められていたものと思われる。茎部には把の本質が残存 じ
ている。

4.地下式横穴墓

【1号地下式横穴墓】 グリッドCl区に位置する。本遺構は表土除去後約20cm程度下げた面で検出したため、
遺構の性格を認定する材料にやや欠ける部分があった。しかし、遺構の平面形態、埋土堆積状況、副葬品と思
われる鉄器の出土から地下式横穴墓と判断した。検出時、玄室と羨道はすでに崩落した状態であったと考えら
れる。

竪坑の平面形態は隅丸長方形である。竪坑西側床面が東側床面に比べ、約15cm程度下がる。竪坑の規模は長
軸1.35m、 短軸0.65m、 検出面から掘り込み面までの深さは東側で0.17m、 西側で0.32mである。埋土の観察か
ら、褐色系の土 (1～ 3層 )を充填したのち、黒色系の土 (4・ 5層 )で埋め戻 したと考えられる。羨門は竪
坑北西壁のほぼ中央、竪坑床面よりも8 cm程度高い位置に構築される。閉塞方法は遺構の残存状況が悪いため
不明である。羨道は羨門付近で最小幅 (0.63cm)を 測り、その幅を広げつつ玄室に至る。玄室の平面形態は平
入り両袖隅丸長方形である。玄室の規模は長軸1.74m、 短軸0.35m、 検出面から掘り込み面の深さ0。 1lcmである。
床面はほぼ平坦である。

副葬品は玄室東側に鉄鏃 1、 北西側に刀子 1が出土した。なお、埋土のふるい作業を行ったが、これら以外
の遺物・骨片等の出土はなかった。30は刀子である。切先と関付近、茎尻の一部を欠損する。現存長12.3cm、

茎部長4。 lcm、 刃部最大幅2.Ocm、 最大厚0.3cmで ある。重量は現状で11.lgである。刃側の外形線は内湾して幅
を広げながら関に至る。関は両関で、両側とも直角関と考えられる。茎尻の形態は欠損のため不明である。刃
部に木質が付着していることから、木製の鞘に収められていたものと思われる。この木質の上には布が付着し
ている。布は平織りで糸の大さ0。5nlm程度である。茎部には把の木質が残存している。31は圭頭鏃である。切先
の一部と茎を欠損 している。また、銹化や剥離が進んでおり、厚みや形態が変化しているものと考えられる。
現存長は9。 7cm、 鏃身部最大幅3.lcmで ある。重量は現状で27.6gで ある。鏃身部には布と木質が確認できる。
布は平織りで糸の大さ0.511m程度である。なお、竪坑埋土中から須恵器が 1点出土している。32は魅であろうか。
口縁部外面に櫛描波状文を施している。

5。 周溝状遺構

【1号周溝状遺構】 グリッドB2区 に位置する。長さ約 2m、 最大幅0。 46m、 検出面から床面までの深さ
0。 17cmで ある。平面形態は弧状をなす。床面は凹凸がある。検出された位置から、 3号木棺墓に伴う周溝の可
能
′
1生がある。

【2号周溝状遺構】 グリッドBl区に位置する。長さ約 3mで、最大幅0.40m、 検出面から床面までの深さ
0。13mである。平面形態は途切れながらも弧状をなす。床面は凹凸がある。 1号溝状遺構と形態 。埋土などの
点で類似する。なお、周囲を丁寧に精査したが埋葬施設の痕跡は確認できなかった。

第 2節 遺構外出土遺物

遺構外から出土した遺物のうち古墳時代に該当する遺物と判断できたものは土師器1点であった。33は表土
中から出土した高杯である。口縁部は直線的に外傾しているものと思われる。受部内面は平らに近い。

B__   L=4640m B′

黒褐色ローム (10YR3/2)し まりやや良し。

黒褐色ローム (10YR2/3)し まりやや良し。0 1cm以下のAhブ ロックを少量含む。

第112図  2号周溝状遺構実測図 (S=1/50)
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第113図 包含層出土遺物実測図 (S=1/3)



第14表 珠文鏡計測表

報告書
出土地点 離

くｃｍ＞
報
＜ｇ＞

最大厚 (Cm) 紐 (cm) 鉦孔 (cm)

文様構成 備 考
実測

内 区 外 区 直 径
か

さ

面

高

鏡

の
最大幅 最大高

1号木棺
内側から2～ 3列の珠文帯、1列の珠文帯、櫛 ri文

イト、複線波文帯、鋸歯文帯
瞳面iに 11付 4・

「、鏡背に赤色顔料

第15表 鉄剣 。鉄刀計測表

報告書
器種 出土地点

残存長

(cm)
銀
ｍ

報
＜ｇ＞

刃部(cm)
鞘 関

茎部 (cm)
備考

実

Ｎ
刃部長 最大幅 最大厚 造 り 茎部長 茎元幅 茎尻幅 断 面 茎 尻 目釘孔

鉄貪ll 1号木棺 `1900 07 両 丸 ○ 直 長方形 隅 丸・一文字

鉄 刀 l号木棺 884 7768 ○ ,1‐・直 長方形 隅快 466

鉄 剣 2号‐木棺 3104 両 丸 ○ 浅 直 長方形 栗

鉄 剣 l号上墳 482 2528 両 丸 ○ 浅 直 長方形 一文字 468

第16表 鉄斧計測表

報告書
No

出土地点
残存長

(cm)
銀
＜ｃｍ＞

報
０

刃部(cm) 袋部 (cm)

備考
測

ｏ

実

Ｎ刃部長 最大幅 最大厚 断 面 袋部長 断 面

6 1号 木棺 944 0 方形 不整 lhi円 形

第17表 刀子計測表

報告書
No

出土地点
残存長

(cm)
銀
ｍ

璽
０

刃部(cm)
関 鋼

茎部 (Cm)
柄 備考

実測

No
刃部長 最大幅 最大厚 有機質 茎部長 茎元幅 茎尻幅 茎 尻

3 l号木棺 布 片・直 12 隅丸 。一 文字 ? 木

l号 木棺 片・直 ? ○ 隅丸。一文字 本 下地巻きが確認できる

3号木棺 両・ナデ・直 11 隅丸 。一文字 木 下地巻きが確認できる

l号地下式 111 木・布 両・不明 木

第18表 鉄鏃計測表

報告書
出土地点

残存長

(cm)
銀
ｍ

襲
＜ｇ＞

刃部 (cm) 頸部 (cm) 茎部 (Cm)
備考

測

ｏ

実

Ｎ
刃部長 最大幅 最大厚 断 面 最大長 最大厚 断 面 最大長 最大厚 断 面

1号地下式 両 丸 長方形

第19表 玉類計測表

報告書
出土地点 残存状況 器種 材質 色調 透明度 径 (mm)

径

０

孔

＜ｍ
厚 (mm) 重

＜ｇ＞
備考

案測

No

号木棺 完形 ′1ヽ 玉 ガラス 黄 不透明

号木棺 完 形 ′lヽ 玉 ガラス 赤 不透明

号木棺 完形 ガラス 赤 不透ワ1

号木棺 完 形 ガラス 淡 緑 半透明 098

号木棺 完 形 卜EE ガラス 透 明 276

2 号木棺 完形 卜玉 ガラス 透り] 269 422

号木棺 完 形 ガラス 透明

号木棺 完 形 卜]三 ガラス 淡 青 半透明 265

5 号木棺 完 形 卜EE ガラス 淡 青 半透明

6 号木棺 完形 小 玉 ガラス 淡 青 不透明 282

号木 棺 九 )杉 ガラス 淡 青 透 明

号木棺 完 形 ガラス 淡青 透明

号木棺 完 形 ガラス 淡 青 半透りl

号木棺 完 形 ガラス 淡 青 半透明

号木棺 完形 小 玉 ガラス 赤 不透明 <0

号木棺 完形 小 玉 ガラス 黒 透明 092

号木棺 完形 ′Jヽ 玉 ガラス 黄緑 半透明

号木棺 完 形 ガラス 背 透明

号木棺 完 形
「

|三 I三 滑 石

号木棺 完 形 臼 玉 滑 石 1 72

第20表 古墳時代の土器観察表

報告書
種 類 器 種 残存部位 出土地点 層 位

法量 (om) 色調 調 整
備 考

実

Ｎ
口径 底 径 器 高 外 面 内 面 外 面 内 面

須恵器 魅 日縁 部 1号地下武
黄灰

(25Y5/1)

灰黄褐
(10YR5/2)

回転ナデ、櫛描波状タ 回llAナ デ

土師器 高杯 杯部～脚柱部 A llX
にぶい褐

(7 5YR5/4〉

赤黒
(2 5YR2/1)

ナデ 杯:ナデ、脚:シボリ 円盤 充填
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第Ⅵ章 古代以降の調査

第 1節 遺構

1.土墳墓

【2号土墳墓】 グリッドA3区 に位置する。平面形態は不整楕円形、断面形態は皿状を呈する。規模は長軸

0。74m、 短軸0.55m、 検出面から床面の深さ0.07mで ある。床面から洪武通費 (1～ 7)が出土した。 7は「洪」
の字の一部と考えられる銭貨片である。唯一、接合する可能性のある6と接合しないことから別個体と判断し

た。よって、 2号土墳墓の副葬品は洪武通費 7枚 と考えられる。時期は安藤正純氏の研究 (安藤2008)を 参考

にすると、洪武通費のみの組み合わせであり、枚数が一桁枚数であることから16世紀後半～近世初頭と思われ

る。

2.土坑

【21号土坑】 グリッドA3区に位置する。平面形態は不整楕円形、断面形態は皿状を呈する。規模は長軸

0.62m、 短軸0。50m、 検出面から床面の深さ0。 10mである。時期は、形態 。規模 。埋土の状況が 2号土壌墓と

類似することから2号土墳墓と近い時期に位置付けられると思われる。また、用途についても2号土墳墓と同

じ墓である可能性があるが、銭貨等の出土がなかったため根拠に乏しく土坑として報告することとした。

【22号土坑】 グリッドA2区に位置する。平面形態は不整楕円形、断面形態は箱状を呈する。規模は長軸

1.60m、 短軸0。90m、 検出面から床面の深さ0.58mで ある。土坑内部には約20～ 50cmの 扁平な礫が充填されて

いた。礫の充填方法に規則性がない点、床面が不整形である点、埋土の状況などから22号土坑は礫を用いた構

築物ではなく、礫を一括廃棄した土坑ではないかと考えた。時期については不明である。

θ
21号土坑

・ 2号土墳墓

2号溝状遺構

1号道路状遺構

第H4図 古代以降の遺構配置図 (S=1/300)

1号溝状遺構
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降
「「

□

A――

第117図  22号土坑実測図 (S=1/30)

◎鸞1鸞隋 瘍鰊

第H5図  2号土墳墓実測図及び 2号土墳墓出土遺物実測図

L=4940m

第116図 21号土坑実測図 (S=1/30)

輪瘍4脩 唖 鶴 /  
lヽI:書

JI':

犠 謂7
降 TTl「 町

m

(S=1/30、 2/3)

／
ロ
ー
ー
ー

１

２
　
　
　
　
■

明褐色ローム(7 5YR5/6)し まり良し。IX層 の硬化面。

黒褐色ローム(7 5YR3/2)し まり良し。01cm以下のIX

層ブロックを少量含む。

硬化面

第118図  1号道路状遺構実測図 (S=1/40)

-114-



3.道路状遺構

【1号道路状遺構】 1号石棺墓周溝確認のための拡張区より

検出された。北一南方向を走行する。断面形態は皿状を呈する。

規模は最大幅0.67m、 検出面から床面の最大の深さ0.1lmである。

硬化面が確認されたことから道路状遺構と判断した。時期につ

いては遺物が出土していないため不明である。

4.溝状遺構

【1号溝状遺構】 グリッドAl・ 2区、B2、 C2区 に位置

する。北―南方向を走行する。埋土の状況から2条の溝が切り合っ

た状態であり、西側溝より東側溝の構築時期が古いと考えられる。

断面形態は皿状もしくは逆台形状を呈する。西側溝の規模は最

大幅1.00m、 検出面から床面の最大の深さ0。26mである。東側

溝の規模は残存最大幅0。98m、 検出面から床面の最大の深さ

0。21mである。埋土中から陶磁器片 (8)が出土している。

【2号溝状遺構】 グリッドAl区に位置する。北西―南東方

向を走行する。断面形態は逆台形状を呈する。規模は最大幅

0。 45m、 検出面から床面の深さ0.06mである。近接する調査区

外の地点で、走行方向が一致する埋没途中の溝 (図版ll-2)
を確認したことから、2号溝状遺構は埋没してあまり時期が経っ

ていないものと考えられる。

LE49聖
A′

L=49聖
B′

1 褐色砂質ローム(10YR4/4)し まりやや良し。03cm以下のAhブ ロックを多量含む。

2 黒褐色ローム(10YR2/3)し まりやや良し。01cm以下のAhブ ロックを含む。

3 黒色シル ト質ローム(10YR2/1)し まり良し。Ah粒、小礫を含む。
4 黒褐色ローム(10YR3/1)し まりやや良し。02cm以下の∨層ブロックを少量含む。

5 黒褐色ローム(7 5YR2/2)し まりやや良し。21cm以下のAhブ ロックを多量含む。

6.黒褐色ローム(7.5YR2/2)し まり良し。小礫を多量含む。Ah粒 を微量含む。
7 黒褐色ローム(10YR3/2)し まり良し。02cm以下の∨・VI層 ブロックを含む。
1～ 4:西側溝埋± 5～ 7:東側溝埋土

⑮
第H9図  1号溝状遺構実測図及び 1号溝状遺構出土遺物実測図 (S=1/100、 1/30、 1/3)
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5。 柱穴群

アカホヤ火山灰層が残存している地点で多数の柱穴を検出した。しかし、建物跡等と抽出できる規則的な配

置は確認できなかった。時期については遺物が出土していないため不明である。

第 2節

/

|    ′

｀

ヨ
==Z週 ニニc`三 :二

`チ

チ
'ア

b

ヲ可

暗褐色シル ト質ローム (10YR3/3)

しまり良し。01cm以下のIX層 ブロッ

クを少量含む。

暗褐色シル ト質ローム(10YR3/3)

しまり良し。03cm以下のIX層 ブロッ

クを多量含む。

第121図 古代以降の遺物実測図 (S=1/3)

第21表 銭貨計測表

第120図 号溝状遺構実測図 (S=1/40)

遺構外出土遺物

表土中や撹乱坑埋土中より古代から近世の遺物が数点出土した。 9。 10は古代の

土師器杯の底部片である。11は布痕土器の胴部片である。12は青磁碗の回縁部片で

ある。13は肥前系陶器甕の口縁部片と考えられる。

【第Ⅵ章 引用・参考文献】

安藤正純 2008 「宮崎県内遺跡出土の六道銭」『宮崎考古』第21号 宮崎考古学会

書酷一陥
銭 名

土

点

出

地

存

況

残

状
材 質

法量 (cm) 鰤
０

実測No
銭径 孔径 厚さ

洪武通費
2号上

完形 銅

洪武通費 尉
嘔

完形 銅

洪武通費 牡
曜

完形 銅

洪武通費 ２号二‐．
臓

ほ

一
九

銅

洪武通費
士

基

鳩

墳

一部

欠損

洪武通費 境
嘔

一部

欠損
銅

洪武通費 ? 射
購

破 片 銅

第22表 古代以降の土器観察表

報告書
種 類 器種 残存部位 出土地点 層 位

法量 (cm) 色調 調整
備考 実測No

口径 底径 器高 外 面 内 面 外 面 内 面

磁 器 蓋 日縁部～摘み部 l号溝
青灰

(5PB5/1)

青灰

(5PB5/1)
染 付 染付

藤径に記入してある数値は摘み

壺の値である 反転復元

9 土師器 杯 体部～底部 県試掘
にぶい橙

(7 5YR6/4)

にぶい橙

(7 5YR6/4)
回転ナデ 回転ナデ 支1云 復元

土師器 杯 体部 ～底部 A3区
にぶい橙

(7 5YR6/4)

にぶい赤褐

(5YR5/4)
コ転ナ デ 回転ナデ 叉転復元

土師器
布痕

土器
胴 部 A区

にぶい橙

(5YR6/3)

にぶい橙

(5YR6/4)
ナデ 布 目圧痕

青磁 碗 口縁部
オリープ灰

(5GY5/1)

オリープ灰

(5GY5/1)
施釉 施 釉

陶器 甕 口緑 部 132区
赤灰

(2 5YIR4/1)

褐灰

(5YR4/1)
コ転ナデ ナ デ
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第Ⅶ章 まとめ
五反畑遺跡B地区では、旧石器時代から近代に至る幅広い時期の遺構 。遺物が確認された。特に旧石器日計t。

縄文時代・古墳時代の遺構・遺物は注目される資料であると考えている。そこで旧石器時代・縄文時代・古墳

時代の遺構 。遺物の分析をとおして本調査区における各時代の位置付けについて考察していきたい。

第 1節  旧石器時代における五反畑遺跡 B地区の位置付け

本調査区における旧石器時代の調査では、ナイフ形石器文化期と細石器文化期の遺構 。遺物が検出された。

特に多数確認された接合資料は、当時の人々の行動を復元するうえで有効な一指標となりうるものである。そ

こで本節では、接合資料をはじめ出土した旧石器時代の遺物の分析をとおして、本調査区が当概期にどのよう

に利用されていたのか考察していきたい。

1.出土した石器の検討

本調査区ではナイフ形石器文化期に該当する接合資料が13点、細石器文化期に該当する接合資料が18点出土

している。出土した接合資料の中には背面に自然面を残す資料を多数確認できることから、石器製作工程の中

でも礫面を除去するための初期段階の剥片工程が多く行われたという仮説を提示することができる。また初期

段階の剥片工程に適した比較的大きめの敲石のみ出土していることは、この仮説を補強する材料となりうるだ

ろう。さらに剥片剥離作業の最終的な廃棄物である残核を含む接合資料が14点 も出土した点から、本調査区に

残されなかった製品の素材となりうる良好な剥片は本調査区外へ搬出された可能性が高いことが予想される。

接合資料⑫ (第23図 )の出土は、良好な剥片が本調査区外へ搬出された可能性を示す好例といえよう。
一方で、旧石器時代の石器310点中 l cm以下の砕片が1点のみである点、製品・未製品が少ない点から石器

を整形する最終調整はほとんど行われなかったことが考えられる。ただし、全く行われなかったということで

はない。ナイフ形石器が接合した接合資料①の出土、細石刃製作に関わる遺物 (打面再生剥片 。作業面再生剥

片)の出土から小規模ではあるものの石器を整形する最終調整も行われたことが窺える。

2.本調査区の立地と環境

次に石材採取に関わる本調査区の立地と環境について考えていきたい。本調査区で使用された石材は、ナイ

フ形石器文化期が砂岩・流紋岩・頁岩・ホルンフェルス、細石器文化期になるとこれに桑ノ木津留産及び船引

OX群黒曜石力功日わる。

旧石器時代に使用された石材のうち砂岩は、本調査区に近い清武川でその存在を確認できるため本調査区を

利用した旧石器時代の人々が容易に採取できた石材であったと考えられる。また、本調査区周辺の路頭におい

て砂岩で構成される礫層の存在を確認したことから、わざわざ清武川まで行かなくてもさらに近辺で砂岩を採

取できた可能性が高いと思われる。

3。 結論

以上から本調査区は砂岩の採取地に近く、初期段階の剥片工程が主に行われた原産地遺跡に近い様相を示し

ていることが窺える。ただし、小規模ながら石器を整形する最終調整も行われていたようである。なお今回は

検討が行えなかったが、これまで実施されてきた船引台地の調査成果と比較することで、旧石器時代における

船引台地を利用した人々の行動をより理解できるようになるのではないかと考えている。

第 2節 縄文時代における五反畑遺跡 B地区の位置付け

本調査区ではアカホヤ火山灰層下位小林軽石層上位の包含層中から縄文時代草創期～早期に該当すると考え

られる遺構・遺物が多数検出された。そこで、まず年代的指標になる土器の検討を行った後、その時間軸を指

標とし糸電文時代における本調査区の様相を明らかにしていきたい。

1.縄文時代における本調査区が利用された時期について

本調査区において最も出土量の多い土器は無文土器であった。しかし、宮崎県における無文土器の研究はあ

まり活発ではない。そこで本項では、まず東九州の無文土器について検討した綿貫俊一氏の研究 (綿貫1999。
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2008)及び船引台地で出土した無文土器との比較から本調査区で出土した無文土器の時間的位置付けについて

検討したい。

【無文土器における先行研究との比較】 第Ⅲ章中において、本調査区から出土した土器を3タ イプに分類 し

た。まず、この分類を軸に綿貫編年との比較を行いたい。 I類は器壁が薄く、器面の最終調整がナデであるこ

とを特徴とする。口縁部形態は大きく外反するものと直口するものがある。特に外反する特徴は高並垣式土器

にみられる特徴であることが注目される。Ⅱ類は器壁が厚 く、調整はナデであることを特徴とする。口縁部は

直口する。直口する口縁部は幅広い時期にみられる特徴のため時期決定の指標にはならないが、調整がナデの

みである点から条痕調整の土器よリナデ調整の土器の比率力対曽加する三日市Ⅱb式土器以降と推測される。Ⅲ

類は調整がミガキであることを特徴とする。口縁部形態は内湾ぎみである。調整がミガキであることから、別

府原式土器及び政所式土器 。中原式土器との近縁性が指摘できる。さらに口縁部形態が内湾ぎみである特徴か

ら特に中原式土器後半期の土器群 (Ⅲ ～V期 )に類似する土器群と予想される。以_Lか ら本調査区で出土 した

土器は、綿貫編年の第 2～ 6段階に位置付けられる。

【船引台地で出土した無文土器との比較】 清武上猪ノ原遺跡第 5地区SC-313(秋成 。今村2010)では4～

5個体の無文土器がまとまって出土しており、一括性の高い土器群として捉えられる。「柏原Kタ イプ」 (_L杉

2003)と 呼称される土器や山田第 1遺跡 (井田・秋成 。今村2006)出土の爪形文土器と器形が類似する無文土

器の出土から縄文時代草創期末、綿貫編年の第 1段階に位置付けられる土器群と考えられる。また、この土器

群の年代的位置付けについては土器付着炭化物の放射性炭素年代測定の結果 (10900± 40B P)か らも裏付け

られる。

清武上猪ノ原遺跡第 3地区 (井田 。秋成 。今村2008)では無文土器が一定量出土している。尖底の底部片の

出土から陽弓式土器、綿貫編年の第 6段階と定点があることが推測される。また、清武上猪ノ原遺跡第 3地区

で出土した無文土器は胎土に繊維痕を含む土器片が多いことが特徴である。これは高鍋町野首第 2遺跡 (尾園・

重留 。松本2007)や新富町音明寺第 1遺跡 (渡部 。谷口・永田 。金丸2005)出 土の陽弓式土器においても確認

されている特徴として注目される。

上記で説明した無文土器と本調査区出土の無文土器は、器形・胎土の点で異なっている。この差異は、おお

むね時期差によるものと予想される。先行研究との比較により得られた結果と併せて考えると、本調査区で出

土した土器は、綿貫編年の第 2～ 5段階 (縄文時代早期前葉)に限定できるだろう。なお、本報告書中で分類

した土器群が全て同時期ではなく、第 2～ 5段階の中のそれぞれ異なる時期の土器群である可能性も十分考え

られる。

【小結】 縄文時代における本調査区が利用された時期は上記の考察結果及び先行研究の成果から、縄文時代

早期前葉 (無文土器)、 早期中葉 (下剥峯式土器・辻タイプ 。押型文土器・縄文施文の土器)、 早期後葉 (塞 ノ

神式土器)、 後期後半 (納屋向式土器)と考えられる。また、石鏃の形態から縄文時代草創期においても利用

された可能性を指摘できる。

2.縄文時代における本調査区の利用形態について

縄文時代において本調査区力弩J用 されたのは縄文時代草創期～早期及び縄文時代後期と考えられる。なお、

アカホヤ火山灰層下位小林軽石層上位で検出された遺構は縄文草創期～早期に属するが遺構内出土遺物が乏し

く、放射
′性炭素年代測定も行っていないため詳細な時期は不明である。

縄文時代草創期に該当すると時期認定できた遺物は石鏃のみであった。検出された遺構の時期が明確でない

ため想像の域をでないが、縄文時代草創期に該当する土器の出土がないことから、台地の縁辺部に位置し、集

落跡が確認された清武上猪ノ原遺跡第 5地区とは異なる空間利用のあり方 (例えば狩猟の場)が予想される。

縄文時代早期になると、多量の無文土器の出土から特に早期前葉頃活発に利用されたことが予想される。さ

らに無文土器は、縄文時代早期前葉の当地域において異系統の土器であることが注目される。先述の清武上猪

ノ原遺跡第 5地区では糸電文時代早期前葉の在地の土器が出土している。当時期における本調査区の位置付けを

考えるためにも清武上猪ノ原遺跡第 5地区正式報告書刊行後、両遺跡の比較検討が必要であると考えられる。

縄文時代前期以降の遺構・遺物として確認できたものは縄文時代後期の土器 1点のみであった。よって、縄

文時代前期以降における本調査区は、縄文時代後期に小規模利用されたのみと考えられる。

第 3節 古墳時代における五反畑遺跡 B地区の位置付け

本調査区における古墳時代の調査では石棺墓 1基、木棺墓 3基、土墳墓 1基、地下式横穴墓 1基、周溝状遺
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構 2条が検出された。今回の成果により、本調査区周辺は古墳時代において墓域であったことが明らかになっ

た。そこで本節では今回確認された墳墓の年代的位置付け及び被葬者像について考察していきたい。

1.副葬品の年代について

まず、墳墓の年代的位置付けについて、出土した副葬品の検討をもとに考察していく。なお、副葬品の年代
観については先行研究 (池淵1993、 大賀2002・ 2005、 森下1991・ 2002、 和田2001・ 2007)を 参考にした。

【1号木棺墓】 珠文鏡は、内区に3列以上の珠文が舌L雑に埋められたもので、中期以降の特徴といえる。ま
た、外区文様が鋸波文であり、後期を中心とする櫛歯文を用いた外区文様ではないこととあわせて考えると、
1号木棺墓出土の珠文鏡は 5世紀代におさまるのではないかと考えられる。鉄刀は、茎が茎尻に向かって直線
的に細くなること、隅袂尻をもつことを特徴としている。中期後葉に多くみられる隅切・扶尻中細茎グループ
に位置付けられる。鉄剣は、茎が茎尻に向かって直線的に細 くなることを特徴としている。中期後半に位置付
けられる。ガラス玉の色調は黄 。赤・黒 。黄緑・淡緑 。紺 。青 。淡青である。赤色不透明のものは弥生時代後
期～終末期と古墳時代中期初頭以降に流通するが、後期後半以降は急激に衰退する。また、黄色不透明のもの

や黄緑色不透明のものは中期後半に出現するが、後期後半以降は衰退する傾向にある。以上の資料の検討を総
括すると1号木棺墓は中期後半に位置付けられる。

【2号木棺墓】・ 出土した鉄剣は、茎が茎尻に向かって直線的に細 くなることを特徴としている。浅直・斜角
関中細茎であり、中期後半に位置付けられる。

【1号土墳墓】 出土した鉄剣は、茎が茎尻に向かって直線的に細 くなることを特徴としている。浅直・斜角
関中細茎であり、中期後半に位置付けられる。

【1号地下式横穴墓】 出土した圭頭鏃はわずかに刃部関をもつことを特徴とする。刃部関が明瞭でない点に

疑間が残るが、中期中葉～後葉段階に位置付けられるものと思われる。

以上の検討から本調査区で確認された墳墓は古墳時代中期中葉～後葉を中心としてその前後に築造されたこ
とが窺える。

2.本調査区で確認された墓群の構造

本調査区において周溝の可能性がある遺構が 2基確認された。特に 1号周溝状遺構は3号木棺墓に伴う可能
性がある。その場合、直径 6～ 7m程度の周溝であったと推定される。しかし、 3号木棺墓以タトの墳墓周辺で
は周溝の可能性がある遺構は確認されていない。また、墳丘の存在を示す土層堆積状況も確認されていない。
では、3号木棺墓以外の墳墓には元々周溝がなかったのであろうか。

ここで注目したいのが 1号地下式横穴墓の竪坑埋土である。地表面から竪坑を構築した場合、アカホヤ火山
灰層を掘 り込むため、竪坑を埋め戻す際にアカホヤ火山灰ブロックを埋土に含むはずである。しかし、 1号地
下式横穴墓の竪坑埋土ではアカホヤ火山灰ブロックを確認することができなかった。竪坑埋土にアカホヤ火山
灰ブロックを含まないという現象は古墳周溝上などアカホヤ火山灰層がすでに削平されている地点に竪坑を構
築した際に起こりうると考えられる(1)。 よって、 1号地下式横穴墓が周溝上に築造された可能性を指摘できる
のである。仮に 1号木棺墓に周溝があり、その周溝上に 1号地下式横穴墓を築造したと考えた場合直径 7～ 8

m程度に復元される。

本調査区は削平を受けていたため、現状で確認できた周溝の痕跡は少なかった。しかし、上記の考察結果か
ら本調査区で確認された墳墓は本来墳丘や周溝をもっていた可能性は十分指摘できるものと考えられる。ただ
し、本来墳丘や周溝をもっていたとしても直径10m未満の小規模な古墳群であったと予想される。

3.本調査区周辺の墳墓

本調査区は清武川左岸に所在する。本調査区で確認された墳墓を除き、清武川流域に所在する古墳時代の墳
墓は、現在のところ宮崎市木花古墳群のみである。また、本調査区から約 3 km離れた八重川右岸の加納地区に
清武古墳群があったとされている。

木花古墳群は前方後円墳 3基、円墳 5基が県史跡に指定されたが、現存するものは前方後円墳 2基 (1・ 2

号墳)、 円墳 1基にすぎない (財団法人木花振興会1980)。 墳丘の形態と採集された円筒埴輪から6世紀前半の
1号墳→ 6世紀後半の 2号墳という首長墓の系譜がたどれるとされている (長津1993)。

清武古墳群は前方後円墳 1基と数基の円墳で構成されていたが実態不明のまま消滅している (柳沢1997)。
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4.被葬者像について

本調査区で確認された墳墓は、 1～ 2種類の副葬品 (鉄剣や鉄鏃 。刀子)を もつものが多かった。その中で

複数種類の副葬品をもつ1号木棺墓の被葬者は、この墓群の中で上位階層に属した可能性が高いと考えられる。

また、丁寧な棺台を作る1号木棺墓と棺台を作らない2・ 3号木棺墓との差異からも裏付けることができる。

本調査区は大淀川南岸丘陵上にあり、その背後には宮崎平野が広がる。また、古代官道が本調査区付近を通つ

ていた可能性がある (永山1999)こ とから、本調査区周辺は都城盆地から青井岳、田野盆地、清武川を越え宮

崎平野に至る際の交通の要所であったと考えられる。このような立地条件のもと古墳時代中期中葉～後葉頃に

勢力をもった当地域の人々が墳墓を築いたものと思われる。また、本調査区に墳墓が築かれた時期は、宮崎市

生目古墳群で前方後円墳の築造が終了し、宮崎市下北方古墳群で100m級の前方後円墳 (県指定13号墳)が築

かれた時期、つまり大淀川流域において盟主が交代した時期の前段階と考えられる。この点から想像を膨らま

せると、本調査区で確認された墳墓のうち、最も権力があったと思われる1号木棺墓の被葬者は、大淀川流域

の政治情勢混乱の中、恵まれた立地条件を背景に勢力を伸ばした人物であったのではないかと予想される。し

かし、その勢力も長くは続かなかったようであり、後期になると清武川流域では木花 1号墳の被葬者が前方後

円墳を築造できるほどまで台頭してきたと考えられる。

【第Ⅶ章 注釈】
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図版 1 遺跡周辺の空中写真及ひアカホヤ L面検出遺構
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図版2 旧石器時代の遺構①及び遺物出土状況

旧石器時代遺物 【第1ブ
ロック】||lf111大 ,兄 (I朽から)

1日 石器時代遺物 【第4ブ
ロック】lll土状′兄 (7Jか ら)
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旧石器時代の遺構(2)



図版4 縄文時代の遺構①

4号集准f遺構礫充填状況

(Jヒ から)

7号集石遺構礫充填状況

(北 束から)

7号集石遺構底石検出状

′兄 (1ヒ から)
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図版 5 縄文時代の遺構0)

12号集イi遺構礫充填状況

(束 か
',)

17号 ^集イi遺構礫充填状況

(南か
',)

17写・集イi遺構 llt石 検出状

,兄 (南 から)



図版 6 縄文時代の遺構③

15サ集石遺構礫充ザ:状況

(北 西から)

8ケ ll力t11'■ 断面

(北西 /」 らヽ)
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図版 7 縄文時代の遺構0及び遺物出土状況

1け石器夕|!納 i菫 構i菫物出

11状況 (1打 から)

1【 文 ll器 【第63図  20】

||卜 111大 ,,1(1打 から}

無丈■器 【第631劇  191

11111状況  (μIか ら )
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図版 8 弥生時代の遺構

1写‐1登クkJヽ 11:ナ :|1助 (ちLlll

(1'Iか ら )

1ケ竪穴式住た1:跡焼 llト

より出 llし た礫 (南 か
',)

2号‐
竪穴式住ム!1跡 完掘

(西 か ら)
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図版 9 古墳時代の遺構 (1)

l号 本和∵巣遺物出 ll状況

(1朽 束か′,)

2'」 本棺暮遺物出 ll状況

{南 rlか ら ,

3け木本↑i基 及び1け片JI綺

1大遺構完ll11(琳〔か′,)
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図版10 古墳時代の遺構②

1号地 卜式横穴墓i童物出

ll状 ,兄

l号石棺墓検出状況

(東 から)
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図版 11 古代以後の遺構

1サ 1毒 1人
j当檸itttllil

(1ヒ ll〔 か
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)

2号‐
溝1人 i■構
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IJ妻 ムtちLl11(1打 から)



1 ナイフ形イi器 ・スクレイパー

3 ナイフ形イi器 文化期接合資料(0

接合資料①

4

図版12 ナイフ形石器文化期の遺物C

2 ナイフ形不i器製作関連接合資十1

接合資料④

ナイフ形イi器文化期接合資本|("

接合資料⑦
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図版 13 ナイフ形石器文化期の遺物②

接合資料③

接合資料③

1 ナイフ形石器文化期接合資料③・スクレイパー

2 ナイフ形石器文化期接合資料④
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細石器文化期の遺物(a

接合資料⑩

細石器文化期接合資料①
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図版 16 細石器文化期の遺物0

０
菓
恵
０
当

０
薫
恵
“
熱

国
華
螂
ぐ
蝉
蒙
ざ
叔
業
ｔ
薫

-137-



1号石器埋納遺構出土石器

図版17 縄文時代遺構内出土遺物

3 縄文時代i量構内出 ll台 イ|

2 縄文時代遺構内出土土器 4 縄文時代遺構内出 11敲 イ|



縄文時代包含層出土遺物①

包含層出土縄文土器
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図版19 縄文時代包含層出土遺物②
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図版20 縄文時代包含層出土遺物③
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図版21 縄文時代包含層出土遺物
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接合資料①
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図版22 弥生時代の遺物
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図版23 古墳時代遺構内出土遺物
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1号木棺墓出土鉄

墓出 L鉄斧 (6)

５

　
１

１
　

刀

５

) 2 1号 木棺墓出土鉄剣

号木棺墓出土土刀子 (3)

図版24 1号木棺墓出土鉄器

7

(2) 3 同本質付着状況 (A) 4 1号 木棺

6 同背付着布 7 1号 ‐
木棺墓出11刀子 (4)
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1号土墳墓出上鉄剣 (29)

図版25 2・ 3号木棺墓、 1号土壌墓出土遺物

3写‐
本和

'i,墓 出 11ノ JJ′ (28)

2号木棺墓出土鉄剣 (27) 4 同 ll業 部 ド地巻き



図版26 1号地下式横穴墓、 2号土壌墓出土遺物

1

4

1号地下式横穴墓出土鉄鏃

木質付着状況 (B) 5
(左 )・ 刀

「
(右 ) 2 同背面

木質の Lに布が付着 している状況

３

Ｃ

布付着状況 (A)

2号土墳墓出土銭貨
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図版27 古墳時代遺構内出土鉄器 ×線写真

古墳時代遺構内出土鉄器X線写真
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